
　
　
　

は
じ
め
に
―
―
訳
者
解
題
に
代
え
て

　
（
一
）
凡
例

　

本
稿
は
、A

hm
ed M

idhat, Fatm
a ‘Aliyye H

anım
 yâhûd Bir M

uharrire-i 
‘O

sm
âm

iyye’nin N
eş’eti (İstanbul: K

ırk A
nbâr M

atba‘ası, 1311) 

の

全
訳
で
あ
る
。
底
本
に
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
エ
ル
ズ
ル
ム
に
あ
る
ア
タ
テ
ュ

ル
ク
大
学
中
央
図
書
館
（A

tatürk Ü
niversitesi M

erkez K
ütüphanesi

）

の
「
セ
イ
フ
ェ
ッ
テ
ィ
ン
・
オ
ゼ
ゲ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（Seyfettin Ö

zege 
K

oleksiyonu

）
に
収
め
ら
れ
た
オ
ス
マ
ン
語
刊
本
を
用
い
た（
１
）。
訳
稿
の
作
成

に
あ
た
り
、
刊
本
全
二
〇
〇
頁
の
う
ち
一
一
二
頁
ま
で
（「
緒
言 İfâde

」「
幼

年
期 Tufûliyyet

」「
少
女
期 Savâbet

」）
を
前
編
、
そ
れ
以
降
（「
青
年
期 

Şebâbet

」「
若
き
妻 G

enç Zevce

」「
大
成 Tekem

m
ül

」）
を
後
編
と
し
た
。

　

訳
文
中
の
〔　
　

〕
内
は
訳
者
に
よ
る
補
足
な
い
し
説
明
で
あ
る
。
ご
く
ま

れ
に
（　
　

）
内
に
原
綴
を
示
し
た
。
訳
者
の
判
断
で
適
宜
改
行
し
た
個
所

も
あ
る
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
年
代
を
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
（
西
暦
）
に
換
算
し
て

二
カ
年
に
ま
た
が
る
場
合
（
た
と
え
ば
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
四
四
二
年
は
西
暦

二
〇
二
〇
年
八
月
二
〇
日
か
ら
二
〇
二
一
年
八
月
九
日
ま
で
で
あ
る
）、
一
方

の
年
代
に
特
定
で
き
な
け
れ
ば
「
二
〇
二
〇
／
二
一
年
」
の
よ
う
に
表
記
し
た
。

　
（
二
）
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
と
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
に
つ
い
て

　

原
著
者
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
（A

hm
ed M

idhat

、
一
八
四
四
～
一
九
一
二

年
）
は
、
オ
ス
マ
ン
近
代
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
し
て
作
家
で
あ

る
。
児
童
教
育
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
生

ま
れ
た
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
は
、
官
員
で
あ
っ
た
兄
の
つ
て
で
改
革
派
官
僚

ミ
ド
ハ
ト
・
パ
シ
ャ
（A

hm
ed Şefîk M

idhat Paşa

、
一
八
二
二
～
八
四
年
）

に
見
出
さ
れ
、
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ト
ゥ
ナ
（
ド
ナ
ウ
）
州
や
イ
ラ
ク
の
バ
グ

　
　
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
著

　
　
　『
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
、
あ
る
い
は
オ
ス
マ
ン
人
女
流
作
家
の
誕
生
』（
前
編
）

佐 

々 

木 

　
　
紳
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ダ
ー
ド
州
で
州
官
報
の
発
行
に
勤
し
ん
だ
。
一
八
七
一
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に

戻
る
と
、
み
ず
か
ら
印
刷
所
を
開
い
て
雑
誌
を
発
行
し
た
。
七
三
年
、
と
あ
る

新
聞
の
廃
刊
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
エ
ー
ゲ
海
の
ロ
ド
ス
島
に
流
さ
れ
、
当
地

で
創
作
活
動
や
児
童
教
育
に
力
を
入
れ
た
。

　

三
年
間
の
流
刑
生
活
の
後
、
一
八
七
六
年
に
赦
さ
れ
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
帰

還
す
る
と
、
官
報
の
編
集
責
任
者
や
帝
国
印
刷
局
長
を
務
め
た
。
七
八
年
、
ト

ル
コ
語
新
聞
『
真
実
の
解
説
者
』（Tercüm

ân-ı H
akîkat

）
を
創
刊
し
、
こ
れ

は
半
世
紀
近
く
続
く
ト
ル
コ
近
現
代
史
上
屈
指
の
大
衆
紙
と
な
っ
た
。
八
九
年

に
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か
れ
た
第
八
回
国
際
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
議
に
出
席

し
、
パ
リ
の
万
国
博
覧
会
を
見
学
す
る
な
ど
、
二
カ
月
半
ほ
ど
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
過
ご
し
て
い
る
。
一
九
〇
八
年
に
公
職
を
退
く
と
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル

の
大
学
校
（D

ârü’l-fünûn

）
や
女
子
師
範
学
校
（D

ârü’l-m
u‘allim

ât

）
で

教
鞭
を
と
り
、
孤
児
院
（D

ârü’l-şafaka

）
で
嘱
託
職
員
と
し
て
勤
務
中
の

一
九
一
二
年
、
心
臓
発
作
に
斃
れ
た
。

　

そ
の
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
が
、
オ
ス
マ
ン
近
代
初
の
本
格
的
な
女
流
作

家
と
評
さ
れ
る
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
（Fatm

a A
liye Topuz

、
一
八
六
二
～

一
九
三
六
年
）
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
一
八
九
〇
年
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
学
才
・
文
才
に
恵
ま
れ
た
彼
女
の
前
半
生
に
つ
い
て
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド

ハ
ト
が
記
し
た
評
伝
こ
そ
、
本
書
『
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
、
あ
る
い
は

オ
ス
マ
ン
人
女
流
作
家
の
誕
生
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
は
、
オ
ス
マ
ン
近
代
を
代
表
す
る
政
治
家
に
し
て

学
者
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
（A

hm
ed C

evdet Paşa

、
一
八
二
三
～
九
五
年
）

と
そ
の
夫
人
ア
ド
ヴ
ィ
イ
ェ
・
ラ
ビ
ア
（A

dviye R
abia

、
一
八
九
六
年
没
）

の
第
二
子
と
し
て
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
生
ま
れ
た（
２
）。
五
つ
上
の
兄
ア
リ
・
セ
ダ

ト
（A
li Sedad

、
一
八
五
七
～
一
九
〇
〇
年
）
は
、
記
号
論
理
学
を
オ
ス
マ

ン
帝
国
に
初
め
て
紹
介
し
、
ガ
ラ
タ
サ
ラ
イ
王
立
高
等
学
院
や
法
学
校
な
ど
で

論
理
学
を
講
じ
た
学
者
で
あ
る（
３
）。
二
つ
下
の
妹
エ
ミ
ネ
・
セ
ミ
イ
ェ
（Em

ine 
Sem

iye

、
一
八
六
四
～
一
九
四
四
年
）
は
、
長
じ
て
姉
と
と
も
に
文
筆
活
動

や
社
会
活
動
に
携
わ
り
、
女
性
の
地
位
向
上
や
児
童
教
育
の
改
善
に
力
を
尽
く

し
た（
４
）。

　

前
半
生
の
詳
細
は
本
書
に
譲
る
が
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
は
一
八
七
九

年
に
侍
従
武
官
フ
ァ
ー
イ
ク
・
ベ
イ
（M

ehm
ed Faik

、
の
ち
パ
シ
ャ
、

一
八
五
四
～
一
九
二
八
年
）
と
結
婚
し
、
九
〇
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
小
説
の
ト
ル

コ
語
訳
を
発
表
し
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
以
後
、
一
九
一
五
年
ご
ろ
ま
で

創
作
や
批
評
に
勤
し
ん
だ
が
、
二
四
年
以
降
は
文
筆
活
動
か
ら
完
全
に
身
を
退

い
た
。
三
四
年
制
定
の
「
氏
姓
法
」（Soyadı K

anunu

）
を
受
け
、
父
方
の
家

系
に
ち
な
む
「
ト
プ
ズ
」（Topuz

）
を
姓
と
し
た
。
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ

の
書
簡
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
資
料
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
あ

る
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
文
庫
（A

tatürk K
itaplığı

）
の
「
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ

女
史
一
件
文
書
」（Fatm

a A
liye H

anım
 Evrakı

）
に
収
め
ら
れ
て
い
る（
５
）。
な

お
、
二
〇
〇
九
年
か
ら
ト
ル
コ
共
和
国
で
通
用
し
て
い
る
五
〇
ト
ル
コ
リ
ラ
紙

幣
に
は
、
彼
女
の
晩
年
の
肖
像
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
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（
三
）
刊
行
の
経
緯
と
刊
行
年
に
つ
い
て

　

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
が
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
に
送
っ
た
手
紙
に
よ
れ

ば
、
一
八
九
五
年
一
〇
月
末
に
脱
稿
し
た
と
い
う
本
書
は
、
ま
ず
『
真
実
の
解

説
者
』
に
連
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
す
ぐ
に
中
止
さ
れ
た（
６
）。
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ

イ
ェ
は
、
同
年
一
一
月
初
旬
の
手
紙
の
な
か
で
そ
の
わ
け
を
尋
ね
て
い
る
。

　
　

 

私
の
経
歴
〔
の
連
載
〕
を
『
真
実
の
解
説
者
』
で
読
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
二
日
ほ
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。
完
全
に
書
き
上
げ
て
送
付
し
た
と
先
日

の
お
手
紙
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け
で
二

日
間
も
掲
載
さ
れ
な
い
も
の
か
と
怪
し
ん
で
お
り
ま
す（
７
）。

　

こ
れ
に
対
す
る
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
の
返
信
に
は
、
そ
の
理
由
が
つ
ぎ
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

経
歴
〔
の
連
載
〕
を
中
止
し
た
理
由
は
、
幸
い
な
る
令
兄
殿
〔
ア
リ
・
セ

ダ
ト
〕
が
内
務
省
に
嘆
願
し
た
が
ゆ
え
に
命
じ
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
で
す

が
、
差
し
止
め
は
深
刻
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
省
か
ら
書
籍
の

か
た
ち
で
印
刷
す
る
許
可
を
得
た
か
ら
で
す（
８
）。

　

実
際
、
兄
ア
リ
・
セ
ダ
ト
は
妹
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
の
夫
フ
ァ
ー
イ
ク
・

パ
シ
ャ
に
宛
て
た
一
八
九
五
年
一
〇
月
下
旬
の
手
紙
の
な
か
で
、
本
書
に
家
族

の
内
情
、
と
く
に
父
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
や
自
身
に
触
れ
る
部
分
が
あ
る
と

し
て
懸
念
を
表
明
し
て
い
る（
９
）。
ト
ル
コ
文
学
研
究
者
の
セ
ネ
ム
・
テ
ィ
ム
ル

オ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
妹
の
名
声
が
高
ま
る
こ
と
に
対
す
る
兄
の
嫉
妬
心
も
事
態

の
背
景
を
な
し
て
い
た
と
い
う（

10
）。
結
局
、
教
育
省
の
審
査
は
同
年
一
二
月
初
旬

に
終
わ
り
、
晴
れ
て
本
書
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た（

11
）。

　

刊
行
を
め
ぐ
る
以
上
の
経
緯
か
ら
、
本
書
が
一
八
九
五
年
中
に
書
籍
化
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
本
書
の
刊
行
年
は
、
一
八
九
三
／
九
四
年
と
さ

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
本
書
の
表
紙
に
刊
行
年
と
し
て
記
さ
れ
た

「
一
三
一
一
年
」
を
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
の
年
代
と
し
て
西
暦
に
換
算
し
た
結
果
で
あ

る
。
だ
が
、
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
は
本
書
の
な
か
で
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ

に
言
及
す
る
際
に
、
し
ば
し
ば
「
今
は
亡
き
」（m

erhûm

）
と
い
う
言
葉
を
付

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
の
「
逝
去
」（irtihâl

）
を
示

唆
す
る
記
述
も
見
え
る
。
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
没
し
た
の
は
一
八
九
五
年 

五
月
下
旬
の
こ
と
な
の
で
、
本
書
の
刊
行
は
そ
れ
以
降
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
こ
で
上
記
の
「
一
三
一
一
年
」
を
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
オ
ス
マ
ン
帝
国

の
会
計
年
度
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
ユ
リ
ウ
ス
暦
（
ル
ー
ミ
ー
暦
）
の
年
代

と
し
て
西
暦
に
換
算
す
る
と
、
一
八
九
五
／
九
六
年
と
な
り
、
こ
れ
は
本
文
の

記
述
と
も
一
致
す
る
。
刊
行
を
め
ぐ
る
如
上
の
経
緯
も
勘
案
す
る
と
、
本
書
の

刊
行
年
は
一
八
九
五
年
と
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
考
証
に
基
づ
け

ば
、
本
書
は
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
が
実
父
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
を
亡
く
し

た
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
以
下
に
見

る
「
心
の
父
」
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
の
巻
頭
言
に
込
め
ら
れ
た
心
遣
い
が
、
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い
っ
そ
う
温
か
く
感
じ
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。

注（
１
） 

オ
ス
マ
ン
語
と
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
か
ら
ト
ル
コ
共
和
国
初
期
に
か

け
て
使
用
さ
れ
た
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
の
ト
ル
コ
語
の
こ
と
で
あ
る
。

ト
ル
コ
共
和
国
で
は
一
九
二
八
年
以
降
、
ラ
テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
二
九
の
「
ト
ル
コ
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
」（Türk 

alfabesi

）
で
ト
ル
コ
語
を
表
記
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
本
訳
稿
の
作
成 

に
あ
た
っ
て
は
、
オ
ス
マ
ン
語
刊
本
の
ほ
か
に
「
ト
ル
コ
・
ア
ル
フ
ァ 

ベ
ッ
ト
」
へ
の
転
写
版
と
し
て
以
下
の
二
点
を
参
照
し
た
。A

hm
et 

M
ithat E

fendi, Fatm
a Aliye H

anım
 yahut Bir M

uharrire-i 
O

sm
aniyenin N

eşeti, M
üge G

alin, ed., İstanbul: İsis, 1998; 
A

hm
et M

ithat Efendi, Fatm
a Aliye H

anım
 yahut Bir M

uharrire-i 
O

sm
aniyenin N

eşeti, A
yşe A

şır, ed., İstanbul: D
ergâh Y

ayınları, 
2016.

（
２
） 

ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
彼
の
同
時
代
史
的
備
忘

録
『
覚
書
』（Tezâkir

）
に
詳
し
い
。C

evdet Paşa, Tezâkir, C
avid 

B
aysun, ed., 4 vols, A

nkara: Türk Tarih K
urum

u, 1953-1967.

（
３
） N

ecati Ö
nder, “A

li Sedad,” Türkiye D
iyanet V

akfı İslâm
 

Ansiklopedisi (TD
VİA, hereafter), vol. 2, İstanbul: Türkiye 

D
iyanet V

akfı, 1989, p. 442.

（
４
） K

adriye K
aym

az, G
ölgedeki K

alem
: Em

ine Sem
iye, İstanbul: 

K
üre Y

ayınları, 2009.

（
５
） 

所
蔵
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。M

übeccel K
ızıltan and 

Tülay G
ençtürk, eds., Atatürk Kitaplığı Fatm

a Aliye H
anım

 Evrakı 
K

ataloğu-I, İstanbul: İstanbul B
üyük Şehir B

elediyesi, 1993.

（
６
） 『
真
実
の
解
説
者
』
に
四
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
本
書
の
二

頁
か
ら
五
四
頁
ま
で
、
つ
ま
り
巻
頭
言
か
ら
「
少
女
期
」
の
一
部
（
イ

ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
に
書
字
を
学
ぶ
逸
話
）
ま

で
で
あ
る
。A

hm
ed M

idhat, “Fatm
a ‘A

liyye H
anım

 yâhûd B
ir 

M
uharrire-i ‘O

sm
âniyye’nin N

eş’eti,” Tercüm
ân-ı H

akîkat, 
nos. 5205-5208 (28-31 Teşrîn-i Evvel [O

ctober] 1895). 

な

お
、
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
と
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
と
の
あ
い
だ

に
交
わ
さ
れ
た
書
簡
の
多
く
は
、
つ
ぎ
の
文
献
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。 

A
hm

ed M
idhat Efendi, Fazıl ve Feylesof K

ızım
: Fatm

a Aliye’ye 
M

ektuplar, Fatm
a Sam

im
e İnceoğlu and Zeynep Süslü B

erktaş, 
eds., İstanbul: K

lasik, 2011.

（
７
） Ibid., pp. 318-319.

（
８
） Ibid., p. 319. 

当
時
、
新
聞
雑
誌
の
発
行
は
内
務
省
（D

âhiliyye 
N

ezâreti

）、
書
籍
冊
子
の
発
行
は
教
育
省
（M

a‘ârif N
ezâreti

）
の

所
管
で
あ
っ
た
。Fatm

agül D
em

irel, II. Abdülham
id D

önem
inde 

Sansür, İstanbul: B
ağlam

 Y
ayıncılık, 2007.
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（
９
） A

hm
ed M

idhat Efendi, Fazıl ve Feylesof K
ızım

, pp. 454-455.

（
10
） Senem

 Tim
uroğlu, K

anatlanm
ış K

adınlar: O
sm

anlı ve Avrupalı 
K

adın Yazarların D
ostluğu, İstanbul: İletişim

 Y
ayınları, 2020,  

p. 45.

（
11
）A

hm
ed M

idhat Efendi, Fazıl ve Feylesof K
ızım

, pp. 323-324.

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
、
あ
る
い
は
オ
ス
マ
ン
人
女
流
作
家
の
誕
生

　
　

著
者　

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト

　
　

教
育
省
の
許
可
を
得
て
ク
ル
ク
・
ア
ン
バ
ル
印
刷
所
で
印
刷
さ
れ
た
。

　
　

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
〔
ル
ー
ミ
ー
暦
〕
一
三
一
一
年
〔
西
暦
一
八
九
五
年
〕

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
へ

　

愛
す
る
わ
が
娘
よ
。
こ
の
六
、
七
年
ほ
ど
、
君
と
は
心
の
父
と
娘
の
間
柄

だ
。
君
に
は
ま
だ
何
も
贈
物
を
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
ね
。
こ
れ
は
失
敬
。
そ
う

で
は
な
い
か
ね
。
だ
が
、
君
に
ふ
さ
わ
し
い
、
ど
ん
な
贈
り
物
を
見
つ
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
と
く
と
思
案
し
て
み
る
に
、
君
へ
の
贈
り
物
に
は

君
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
よ
。
だ
か
ら
、
本
書
は
君
自
身
の

こ
と
な
の
だ
、
わ
が
娘
よ
。
私
は
君
自
身
を
君
に
捧
げ
よ
う
と
思
う
。
さ
て
、

君
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

 

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト

緒
言

　

本
書
を
記
し
た
目
的
は
、
わ
が
心
の
娘
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
を
読

者
諸
賢
に
紹
介
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
数
々
の
珠
玉
の
作
品
に

よ
っ
て
、
わ
れ
ら
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
界
隈
の
み
な
ら
ず
―
―
そ
の
作
品
が

ア
ラ
ビ
ア
語
や
英
語
や
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
で
―
―
新
旧
両
大
陸

に
も
広
く
名
声
を
勝
ち
得
た
、
か
の
誉
れ
高
き
女
史
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
よ
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う
な
ど
と
努
め
る
こ
と
は
、
わ
か
り
切
っ
た
事
柄
を
吹
聴
す
る
だ
け
の
典
型
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
愚
を
冒
そ
う
も
の
な
ら
、
い
か
に
弁
解
し
よ
う
と
も
容
れ

ら
れ
は
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
の
副
題
が
明
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
書

を
記
し
た
目
的
は
、
わ
れ
ら
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
界
隈
で
一
人
の
女ム

ハ
ッ
リ
レ

流
作
家
が

誕
生
し
た
様
子
を
ご
覧
に
入
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
本
邦
で
か
よ
う
な
女
流
作
家

が
現
れ
出
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
多
く
の
人
び
と
が
い
ま
だ
夢
に
も
思

わ
ぬ
驚
異
的
な
出
来
事
な
の
で
、
こ
う
し
て
逸
る
筆
が
無
駄
に
終
わ
る
こ
と
も

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

な
る
ほ
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
か
ら
は
た
し
か
に
大
勢
の
有
徳
の
女
性
が

輩
出
し
た
。
そ
の
上
、
彼
女
ら
の
多
く
は
一
般
的
な
教
育
を
受
け
て
お
り
、

大リ
ジ
ャ
ー
ル

丈
夫
た
る
偉
大
な
ウ
ラ
マ
ー
〔
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を
修
め
た
知
識
人
〕
の
な

か
に
は
彼
女
ら
を
教
え
子
と
す
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
て
い
た
者
も
い
る
ほ

ど
で
あ
る
。
だ
が
、
か
つ
て
の
教
育
の
方
法
や
条
件
は
〔
今
と
は
〕
異
な
っ
て

い
た
。
現
在
、
聖
な
る
モ
ス
ク
の
い
く
つ
か
で
女
性
が
男
性
の
後
方
に
並
ん
で

礼
拝
を
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
一
般
的
な
講
義
に
お
い
て
も
女
性

は
そ
の
よ
う
に
臨
席
し
、
聴
講
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
学
習
用
の
書ラ

フ
レ

見
台
の
と

こ
ろ
に
一
人
の
女
性
が
座
っ
て
い
た
と
し
て
、
彼
女
が
若
く
て
美
し
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
に
は
現
在
わ
れ
わ
れ
が
〔
フ
ラ
ン
ス
語
の
パ
ラ
ヴ
ァ
ン

（paravent

）
に
ち
な
ん
で
〕「
パ
ラ
ヴ
ァ
ナ
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
衝
立
の
よ
う

な
遮
蔽
物
が
据
え
ら
れ
、
教
授
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
時

代
の
価
値
観
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
で
は
そ
う
し
た
状
況
な
ど
想
像

す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
、
本
邦
の
女
子
教
育
が
ま
だ
今
ほ
ど
に
整
備

さ
れ
ず
、
発
展
も
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
生
ま
れ
た
女
子
で
あ
り
、
彼
女
ら

の
な
か
か
ら
有
徳
の
大
丈
夫
を
驚
愕
さ
せ
る
よ
う
な
学
者
や
文
筆
家
が
現
れ
出

る
な
ど
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
容
易
に
は
信
じ
が
た
い
驚
異
的
な
出
来
事
な
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
わ
れ
わ
れ
も
同
意
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
ん
に

ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
女
子
も
男
子
と
同
じ
よ
う
に
学
習
教
育
を
受
け
る
べ
く
、

初
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
い
た
る
ま
で
す
っ
か
り
教
育
機
関
が
完
備
さ
れ
、

女
性
に
も
医
師
や
弁
護
士
や
技
師
な
ど
の
免
状
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

は
い
る
が
、
哲
学
や
科
学
や
文
学
の
基
礎
の
上
に
判
断
力
を
養
い
、
傑
作
を
上

梓
し
て
才
能
を
証
し
た
わ
ず
か
数
人
の
女
性
を
除
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
ら
そ

の
よ
う
な
人
び
と
を
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
邦
で

そ
の
よ
う
な
女
流
作
家
が
登
場
す
る
な
ど
、
時
代
の
道
理
か
ら
し
て
期
す
べ
く

も
な
い
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
誉
れ
高
き
女
史
と
関
係
を
取
り
結
ぶ

こ
と
が
な
か
っ
た
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
女
性
が
登
場
す
る
な

ど
信
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
一
部
の
人
士
が
思
い
違
え
て
い
る
よ

う
に
、
彼
女
が
自
分
自
身
の
名
で
発
表
し
た
作
品
が
中
傷
を
受
け
た
り
紛
い
物

だ
と
誹
ら
れ
た
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
信
じ
込
ん
で
し
ま
っ

た
に
ち
が
い
な
い（
１
）。
か
か
る
次
第
で
、
非
凡
に
し
て
類
ま
れ
な
る
才
能
の
持
ち

主
に
数
え
ら
れ
る
人
物
の
来
歴
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
る
詳
細
が
、
ご
関
心
の
あ

る
向
き
に
尋
常
な
ら
ざ
る
重
要
性
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と

に
疑
い
は
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
く
だ
ん
の
有
徳
の
女
史
が
世
に
出
る
に
い

た
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
情
報
を
集
め
て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
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と
は
い
え
、
告
白
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ

女
史
の
経
歴
を
初
め
て
紹
介
す
る
栄
誉
は
わ
れ
わ
れ
に
帰
す
る
も
の
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ラ
ブ
人
や
イ
ギ
リ
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
の
新
聞
の
い
く
つ

か
が
、
く
だ
ん
の
女
史
の
経
歴
に
つ
い
て
彼
ら
が
調
べ
る
こ
と
の
で
き
た
こ

と
ど
も
を
、
わ
れ
わ
れ
よ
り
も
先
に
公
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、

〔
一
八
九
三
年
の
〕
シ
カ
ゴ
万
国
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
諸
作
品
ゆ
え
に
、
ア

メ
リ
カ
の
新
聞
の
多
く
が
、
く
だ
ん
の
女
史
に
つ
い
て
経
歴
紹
介
と
い
う
か
た

ち
で
た
く
さ
ん
の
記
事
を
掲
載
し
て
称
賛
し
た（
２
）。
だ
が
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ

イ
ェ
女
史
が
い
つ
い
つ
に
だ
れ
そ
れ
の
子
と
し
て
生
を
享
け
、
―
―
ご
尊
父

〔
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
〕
の
お
仕
事
の
関
係
で
―
―
ど
こ
そ
こ
の
地
に
足
を

運
ん
だ
だ
と
か
、
だ
れ
そ
れ
と
結
婚
し
て
現
在
は
何
人
の
子
供
を
授
か
っ
て
い

る
だ
と
か
、
そ
う
し
た
事
情
に
関
し
て
与
え
ら
れ
る
月
並
み
な
情
報
が
、
い
っ

た
い
何
の
役
に
立
と
う
。
こ
れ
か
ら
の
著
述
家
は
、
一
人
の
哲フ

ェ
イ
レ
ソ
フ

学
者
が
突
然
現

れ
た
か
の
よ
う
に
記
す
の
で
は
な
く
、
必
要
不
可
欠
な
学
術
知
識
を
修
得
す
る

に
際
し
て
で
さ
え
時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け
、
し
か
る
べ
き
便
宜
を
受
け
る

こ
と
の
な
か
っ
た
良
家
の
令
嬢
が
、
そ
の
知
的
水
準
を
時
と
と
も
に
向
上
さ
せ

る
様
子
に
つ
い
て
、
あ
た
か
も
彼
女
と
一
緒
に
い
た
か
の
よ
う
に
、
確
実
な
情

報
を
も
た
ら
し
な
が
ら
詳
説
す
る
こ
と
に
心
を
致
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
願

わ
く
は
、
本
書
に
お
け
る
探
究
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
得
心
や
利
益

に
達
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

　

然
り
、
本
書
の
探
究
か
ら
得
心
や
利
益
が
生
じ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
得

心
が
行
く
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
見
し
て
あ
り
え
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
こ
と
が
実
際
に
起
こ
り
う
る
さ
ま
を
目
に
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ゆ

え
に
抱
い
て
い
た
疑
念
を
払
拭
し
、
そ
の
点
で
安
堵
を
も
た
ら
す
に
ち
が
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
利
益
が
生
じ
る
こ
と
も
言
を
俟
た
な
い
。
と
い
う
の
も
、
く

だ
ん
の
女
史
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
が
お
こ
な
う
探
究
は
、
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
つ
ま

り
心
理
学
や
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
つ
ま
り
教
育
学
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
ほ
か
の

女
性
た
ち
が
第
二
の
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
な
ろ
う
と
こ
こ
ろ
ざ
し
、

そ
の
父
親
た
ち
も
自
分
の
娘
を
そ
の
や
り
方
で
育
て
て
み
た
い
と
望
ん
だ
と

き
、
そ
の
望
み
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
妨
げ
に
な
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
状
況
が
望
み
の
実
現
を
容
易
に
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
目
標

に
達
す
る
確
か
な
道
を
示
す
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
世
に
出
た
様
子
を
こ

の
よ
う
に
記
す
べ
く
、
か
く
も
詳
細
な
調
査
に
成
功
し
た
の
は
、
こ
の
小
生

を
措
い
て
ほ
か
に
だ
れ
も
い
な
い
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、

『
真テ

ル
ジ
ュ
マ
ー
ヌ
・
ハ
キ
ー
カ
ト

実
の
解
説
者
』
紙
に
掲
載
さ
れ
て
〔
一
部
が
〕
お
お
や
け
に
さ
れ
、
そ
の

大
部
分
が
い
ま
だ
公
刊
さ
れ
ず
に
い
る
こ
の
六
、
七
年
の
手
紙
の
や
り
取
り
の

間
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、
く
だ
ん
の
女
史
が
世
に
出
た
様
子
に
つ
い

て
多
く
の
真
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
り
、
同
時
に
彼
女
に
か
か
わ

り
の
あ
る
人
び
と
、
こ
と
に
彼
女
の
ご
尊
父
に
し
て
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・

パ
シ
ャ
か
ら
も
多
く
の
こ
と
ど
も
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
で
最
も
事
情
に
通
じ
た
人
間
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
と

し
て
、
私
自
身
が
名
乗
り
出
よ
う
と
も
却
下
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
の
自

負
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
。
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実
の
と
こ
ろ
、
否
定
の
し
よ
う
も
な
い
の
だ
が
、
私
が
本
書
を
記
そ
う
と
こ

こ
ろ
ざ
し
た
と
き
、
こ
れ
に
助
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
フ
ァ
ト
マ
・
ア

リ
イ
ェ
女
史
に
格
別
の
ご
厚
意
を
お
願
い
す
る
挙
に
及
び
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
ご
と
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
所
望
し
た
。
ご
本
人
も
ご
厚
意
と
お
骨
折

り
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
言
う
に
及
ば
ず
、
む
し
ろ
神

と
ご
本
人
に
感
謝
し
て
公
言
す
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
次
第
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
今
ま
で
当
人
の
来
歴
に
つ
い
て
多
年
に
わ
た
り
手
紙
を
や
り
取
り
し
た
末

に
明
る
み
に
出
し
た
情
報
を
、
最
後
に
如
上
の
願
い
出
に
よ
っ
て
補
完
す
る
こ

と
が
叶
わ
な
か
っ
た
な
ら
、
本
書
を
す
っ
か
り
得
心
の
行
く
ま
で
万
全
を
期
し

て
記
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
に
心
が
け
た
の
だ
が
、

本
書
は
私
自
身
が
記
し
た
と
は
い
え
、
必
要
な
個
所
に
つ
い
て
は
経
歴
の
持
ち

主
自
身
の
筆
で
綴
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
よ
う（
３
）。
な
ぜ
な
ら
、
も
っ
ぱ
ら
個
人

の
特
別
の
事
情
ゆ
え
に
、
い
か
な
る
場
合
も
他
人
の
筆
の
及
び
え
な
い
状
況
と

い
う
も
の
が
、
ま
ま
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
個
人
の
来
歴
を
解
説
す
る
に
あ
た
っ

て
本
人
の
筆
で
綴
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
う
し
た
個
人
の
特
別
の
事
情

の
重
要
な
側
面
を
見
極
め
る
際
の
確
か
な
礎
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ

が
、
こ
れ
は
何
と
困
難
な
作
業
で
あ
る
こ
と
か
。
く
だ
ん
の
有
徳
の
女
史
は
た

い
へ
ん
な
謙
遜
家
な
の
で
、
本
人
の
自
己
評
価
の
言
葉
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

鵜
呑
み
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
必
ず
卑
下
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
か
く
も
無
用

の
謙
遜
を
た
し
な
め
よ
う
も
の
な
ら
、
韜
晦
は
ま
す
ま
す
度
を
過
ご
す
こ
と
に

な
る
。
そ
う
し
た
過
不
足
を
取
り
除
い
て
穏
当
な
と
こ
ろ
を
突
き
止
め
る
こ
と

は
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
最
大
の
難
事
に
ほ
か
な
ら
ず
、
こ
の
点
で
わ
れ
わ
れ
の

あ
い
だ
に
多
く
の
手
紙
の
や
り
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は

つ
い
に
そ
れ
を
な
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

か
く
て
本
懐
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
も
っ
て
、
私
と
し
て
は
本
書

が
真
に
完
全
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
と
判
断
す
る
に
い
た
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
評
伝
で
は
、
部
外
者
た
る
著
者
が
な
し
う
る
か
ぎ
り

の
調
査
と
、
そ
の
調
査
に
従
っ
て
導
出
し
た
判
断
や
評
価
と
を
私
自
身
の
筆
で

記
す
一
方
、
く
だ
ん
の
女
史
に
ご
自
身
の
筆
で
綴
ら
せ
よ
う
と
わ
れ
わ
れ
が
望

ん
だ
こ
と
ど
も
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
〔
手
紙
の
や
り
取
り
を
通
し
て
〕
綴
ら

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
も
新
た
な
形
態
を
と
る
著
作
は
、

オ
ス
マ
ン
語
で
は
い
ま
だ
記
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
オ
ス
マ
ン
語
以
外
の
言
葉

で
も
記
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
か
よ
う
な
信
念
と
と
も
に
本
書
を
読
者
諸

賢
に
お
届
け
す
る
次
第
で
あ
り
、
そ
れ
を
お
読
み
に
な
る
こ
と
で
大
い
に
役
立

て
、
大
い
に
お
楽
し
み
に
な
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
恐
れ
憚
る
こ
と
な
く
請

け
合
う
も
の
で
あ
る
。

 

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト

一
、
幼
年
期

　

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
二
七
九
年
の
第
二
ラ
ビ
ー
月
二
七
日
火
曜
日
の
夜
（
ユ
リ

ウ
ス
暦
一
八
六
二
年
第
一
テ
シ
ュ
リ
ー
ン
月
九
日
〔
西
暦
一
八
六
二
年
一
〇

月
二
二
日
〕
に
相
当
す
る
）、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ

シ
ャ
の
家
に
一
人
の
女
児
が
誕
生
し
、「
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
」
と
命
名
さ

れ
た
。
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か
か
る
上
流
社
会
で
出
来
し
た
子
供
の
誕
生
に
つ
い
て
初
め
に
与
え
ら
れ
る

情
報
は
、
み
な
紋
切
り
型
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
彼
ら
も
こ
の
新
生
児
の

た
め
に
乳
母
や
保
母
と
い
っ
た
必
要
な
世
話
係
を
任
命
し
、
そ
れ
ら
の
人
び
と

は
専
用
の
部
屋
に
住
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
か
か
る
子
供
の
人
生
の 

第
一
年
目
、
二
年
目
、
三
年
目
に
つ
い
て
は
、
書
き
た
い
と
念
じ
て
も
取
り
立

て
て
記
録
や
言
及
に
値
す
る
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
。
出
入
り
す
る
人
び
と
も

多
い
宰
相
級
や
元
帥
級
の
家
を
切
り
盛
り
す
る
夫
人
は
、
中
流
の
女
性
た
ち
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
家
政
の
務
め
に
忙
し
く
、
そ
れ
ゆ
え
子
供
の
面
倒

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
時
間
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
く

も
敷
居
の
高
い
家
の
母
親
た
ち
は
、
庶
民
の
母
親
た
ち
の
よ
う
に
子
供
を
ふ
と

こ
ろ
か
ら
落
と
さ
ぬ
よ
う
気
を
配
る
必
要
も
な
い
。
ふ
と
こ
ろ
か
ら
下
ろ
し
た

子
供
を
自
分
の
手
で
ゆ
り
か
ご
や
釣
り
床
に
寝
か
せ
、
慈
愛
溢
れ
る
胸
に
湛
え

た
甘
美
な
飲
料
〔
母
乳
〕
を
口
に
含
ま
せ
て
満
足
す
る
ま
で
待
ち
、
眠
り
を 

誘
う
た
め
に
物
悲
し
い
調
子
で
子
守
唄
を
口
ず
さ
ん
だ
り
、
夜
中
に
子
供
が 

目
覚
め
よ
う
も
の
な
ら
、
自
分
の
甘
美
な
眠
り
を
犠
牲
に
し
、
乳
児
を
ふ
と
こ

ろ
に
か
き
抱
い
て
乳
房
を
含
ま
せ
た
り
、
半
睡
半
醒
の
状
態
で
う
わ
ご
と
の 

よ
う
に
ぶ
つ
ぶ
つ
と
子
守
唄
を
口
ず
さ
ん
だ
り
す
る
と
い
っ
た
こ
と
ご
と
は
、

上
流
社
会
の
母
親
た
ち
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
も
っ
て
あ
る
は
ず
も
な
い
状
況

な
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
仕
事
は
子
供
の
世
話
を
託
さ
れ
た
人
び
と
が
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果

と
し
て
お
さ
な
ご
の
機
嫌
が
よ
く
な
り
、
薔
薇
色
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
き
れ
い

な
目
が
輝
く
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
実
母
の
都
合
が
許
す
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ご

覧
に
な
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
い
な
さ
い
、
口
づ
け
し
て

も
ら
い
な
さ
い
、
に
お
い
を
か
い
で
も
ら
い
な
さ
い
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
な

さ
い
、
な
ど
と
言
っ
て
は
愛
情
の
成
果
を
実
母
の
胸
元
に
送
り
届
け
る
の
で
あ

り
、
実
母
が
愛
児
を
見
る
の
も
そ
の
と
き
だ
け
な
の
で
あ
る
。
あ
ま
つ
さ
え
、

崇デ
ヴ
レ
テ
ィ
・
ア
リ
ー
イ
ェ

高
な
る
国
家
〔
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
雅
称
〕
の
名
立
た
る
大
臣
の
お
一
人
で
あ

る
ば
か
り
か
、
学
問
や
文
筆
の
達
人
の
お
一
人
で
も
あ
る
が
ゆ
え
に
、
処
務
を

こ
な
し
た
あ
と
に
残
さ
れ
た
時
間
を
読
書
な
り
執
筆
な
り
に
あ
て
る
ジ
ェ
ヴ
デ

ト
・
パ
シ
ャ
の
よ
う
な
父
親
に
と
っ
て
、
人
生
の
最
初
期
の
段
階
に
あ
る
子
供

の
も
と
を
訪
れ
る
機
会
が
い
っ
そ
う
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。

　

文
明
の
水
準
が
低
い
た
め
、
そ
も
そ
も
子
供
と
は
両
親
の
腕
の
な
か
で
育
て

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
そ
こ
に
至
福
の
家
族
像
を
求
め
る
幸
せ
な
人
び

と
が
、
上
流
社
会
に
お
い
て
両
親
が
子
供
と
面
会
す
る
の
に
た
っ
た
こ
れ
だ
け

の
機
会
や
理
由
し
か
見
出
し
え
な
い
さ
ま
を
見
て
、
い
さ
さ
か
不
憫
に
感
じ
る

と
し
て
も
、
ゆ
え
な
き
こ
と
で
は
な
い
。
だ
が
、
慰
め
と
し
て
言
い
添
え
て
お

く
の
だ
が
、
こ
の
面
で
は
本
邦
の
上
流
層
の
ほ
う
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上
流
層
よ

り
も
よ
ほ
ど
恵
ま
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
子
供
を
自
宅
の

な
か
で
養
育
す
る
上
流
層
は
比
較
的
少
な
く
、
そ
の
多
く
は
外
部
で
、
と
き
に

村
々
で
見
つ
け
た
乳
母
に
お
さ
な
ご
を
預
け
る
こ
と
こ
そ
子
供
の
健
全
な
成
長

に
い
っ
そ
う
適
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
状
況
下
で
は
愛

児
と
面
会
す
る
機
会
も
ご
く
ま
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

　

か
く
て
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
も
ま
た
、
こ
う
し
た
上
流
層
の
子
女
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の
一
人
で
あ
り
、
幼
年
期
に
特
有
の
世
話
は
保
母
や
子
守
に
委
ね
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
、
あ
る
い
は
彼
女
の
家
族
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
お
さ
な
ご
は
ほ
か
の
子
供
と
比
べ
て
た
い
へ
ん
早
く
歩
き
出
し
、
ま

た
話
し
は
じ
め
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
た
ど
た
ど
し
い
幼
児
言
葉
な
ど
で

は
な
い
。
会
話
の
能
力
を
身
に
つ
け
る
や
い
な
や
、
た
い
へ
ん
明
晰
に
話
す
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
歳
の
こ
ろ
に
授
乳
を
断
つ
と
き
が
や
っ
て

来
る
と
、
お
お
か
た
の
習
わ
し
に
従
っ
て
、
子
供
に
おメ

メ

っ
ぱ
い
の
こ
と
を
忘
れ

さ
せ
る
べ
く
乳
母
か
ら
引
き
離
し
た
。
女
史
は
こ
の
別
離
が
も
た
ら
し
た
悲
し 

み
を
、
ご
家
中
の
人
び
と
に
た
い
へ
ん
明
晰
か
つ
哀
調
を
帯
び
た
言
葉
で
述
べ

立
て
た
の
で
、
聞
く
者
の
目
か
ら
は
同
情
の
涙
が
溢
れ
て
や
ま
な
か
っ
た
そ
う

で
あ
る
。
一
度
な
ど
彼
女
に
お
っ
ぱ
い
を
断
念
さ
せ
、
そ
の
よ
う
に
し
て
黙
ら

せ
よ
う
と
「
お
っ
ぱ
い
は
人ウ

ン
マ
ジ
ュ

喰
い
鬼
が
食
べ
ち
ゃ
っ
た
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
み

た
の
だ
が
、
当
人
は
「
私
は
お
っ
ぱ
い
な
ん
か
い
ら
な
い
の
。
乳ニ

ネ母
を
連
れ
て

き
て
ち
ょ
う
だ
い
。
私
は
乳
母
に
会
い
た
い
の
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て

日
夜
、
人
喰
い
鬼
に
呪
い
の
言
葉
を
浴
び
せ
て
は
、
そ
れ
が
お
っ
ぱ
い
だ
け
で

は
飽
き
足
ら
ず
乳
母
ま
で
も
喰
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
て
泣
き
暮
ら
し
て
い
た

と
い
う
。
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
ご
家
中
の
人
び
と
は
彼
女
が
乳

母
を
見
た
ら
ま
た
お
っ
ぱ
い
を
欲
し
が
る
で
あ
ろ
う
と
懸
念
し
、
子
供
の
願
い

を
叶
え
て
や
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
女
が
口
に
す
る
哀
調
を
帯
び
た
言
葉
に

は
当
人
た
ち
も
泣
か
さ
れ
た
と
い
う
が
、
二
度
と
乳
母
を
子
供
の
目
に
触
れ
さ

せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

記
憶
力
に
関
し
て
、
あ
る
と
き
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
と
私
と
の
あ
い

だ
に
手
紙
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
く
だ
ん
の
女
史
は
、
人
間

が
幼
年
期
に
出
会
っ
た
事
柄
は
記
憶
に
い
っ
そ
う
よ
く
残
る
と
主
張
し
、
そ
の

論
拠
と
し
て
彼
女
自
身
の
経
験
を
書
い
て
寄
こ
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま

ま
こ
こ
に
引
用
す
る
ほ
う
が
よ
ろ
し
か
ろ
う
と
考
え
、
以
下
の
と
お
り
引
用
す

る
次
第
で
あ
る
。

　
　

 

私
の
記
憶
を
過
去
に
向
け
て
探
っ
て
み
ま
す
に
、
そ
の
記
憶
は
三
歳
の
と

き
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
前
は
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
私
ど
も
が
生
ま
れ
育
っ
た
世
界
で
は
、
子
供
は
父
親
や
母
親
の
そ
ば

で
、
そ
の
腕
に
抱
か
れ
て
大
き
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
父
と
母
か
ら
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と

思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
一
二
八
二
年
〔
西
暦
一
八
六
六

年
〕、
私
が
三
歳
の
と
き
に
〔
シ
リ
ア
北
部
の
〕
ア
レ
ッ
ポ
に
参
り
ま
し

た
。
ア
レ
ッ
ポ
に
赴
く
少
し
前
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
記
憶
に
留
め
て
お
り

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
か
と
申
し
ま
し
て
も
、
た
か
だ
か
ル
ー
メ
リ
・
ヒ

サ
ー
ル
に
あ
る
私
ど
も
の
別ヤ

ル邸
の
門
前
に
広
が
る
海
辺
の
景
色
だ
け
な
の

で
す
が（
４
）。
別
邸
の
そ
の
他
の
面
に
つ
い
て
は
何
も
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
〔
旧
市
街
〕
に
あ
る
本
邸
に
つ
い
て
は
、
広
間
と
部
屋
の

扉
が
目
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
一
つ
だ
け
部
屋
も
覚
え
て
い
る
の
で

す
が
、
き
っ
と
私
ど
も
に
あ
て
が
わ
れ
た
部
屋
な
の
で
し
ょ
う
。
ば
あ

や
、
保
母
、
そ
し
て
小
柄
な
召
使
の
老
婆
が
、
私
を
遊
ば
せ
る
た
め
に
室

内
で
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
や
が
て
ば
あ
や
が
亡
く
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な
る
と
、
彼
女
の
部
下
で
あ
っ
た
保
母
と
小
柄
な
老
婆
だ
け
に
な
り
ま
し

た
。
で
す
が
、
当
時
の
父
や
母
に
つ
い
て
は
い
っ
こ
う
に
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
す
。
両
親
の
こ
と
は
、
や
っ
と
ア
レ
ッ
ポ
の
記
憶
の
な

か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ア
レ
ッ
ポ
に
は
三
歳
で
参
り
ま
し
て
、

五
歳
で
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
私
ど
も
が
ど
の
よ
う
に
し

て
赴
い
た
か
は
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
海
路
を
行
く
途
中
、
船
室
の

寝
台
か
ら
見
え
る
景
色
が
私
の
心
を
締
め
つ
け
た
の
で
、
一
つ
は
そ
れ

を
、
も
う
一
つ
は
陸
路
を
行
く
途
中
で
泊
ま
っ
た
不
便
な
旅ハ

ー
ン宿

の
部
屋
の

広
間
を
、
そ
し
て
母
が
「
私
た
ち
は
こ
こ
で
ど
う
や
っ
て
夜
を
過
ご
せ
と

い
う
の
」
と
こ
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
る
ほ
ど
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
ど
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
来
た
の
か
、
そ
の
後
、
そ
こ
か
ら
ど
の

よ
う
に
発
っ
て
ア
レ
ッ
ポ
に
い
た
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は
何

も
覚
え
て
い
な
い
の
で
す
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
幼
年
期
に
ア
レ
ッ
ポ

ま
で
赴
い
た
の
は
、
ご
尊
父
た
る
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
ア
レ
ッ

ポ
州
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
新
州
制
の
基
礎
を
据
え
る
べ
く
当
地
に
赴
任
し
た
関

係
で
出
来
し
た
と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
こ
う（
５
）。
と
も
あ
れ
、
子
供
の
記

憶
力
が
何
歳
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
記
憶
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

と
い
う
話
題
の
続
き
と
し
て
、
彼
女
が
ア
レ
ッ
ポ
で
の
滞
在
期
間
を
ど
の
よ
う

に
記
憶
に
留
め
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
ふ
た
た
び
本
人
の
筆
か
ら
発
し
た
言

葉
を
以
下
の
と
お
り
引
用
し
て
続
け
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

 

ア
レ
ッ
ポ
の
こ
と
は
、
と
て
も
よ
く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
政
庁
の
区
画
や

奥ハ
レ
ム

向
き
の
ほ
う
は
、
広
々
と
し
て
た
い
へ
ん
き
れ
い
で
し
た
。
私
は
多
く

の
時
を
表セ

ラ
ー
ム
ル
ク

向
き
の
ほ
う
で
過
ご
し
て
い
た
も
の
で
す
。
私
に
は
別
し
て
専

属
の
守ラ

ラ役
が
お
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
私
は
そ
の
人
物
を
全
然
好
き
に
な

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
父
に
仕
え
る
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
と
い
う

名
の
コ
ー
ヒ
ー
給
仕
に
な
つ
い
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
彼
の
こ
と
が
大
好

き
だ
っ
た
の
で
、
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
炉
端
で
多
く
の
時
を
過
ご
し
た
も

の
で
す
。
当
時
の
州
政
庁
の
様
子
は
ご
存
じ
で
す
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
給
仕
長

や
タ
バ
コ
給
仕
長
と
い
っ
た
多
く
の
親
方
連
中
、
彼
ら
の
右
腕
の
職
人
た

ち
、
そ
れ
に
徒
弟
た
ち
も
い
て
、
政
庁
内
は
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
し

た
。
で
も
、
私
は
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
以
外
の
人
に
は
な
つ
か
な
か
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
人
物
は
ま
こ
と
に
愛
す
べ
き
人
で
あ
り

ま
し
た
。
私
は
何
を
尋
ね
て
も
彼
が
答
え
て
く
れ
た
の
で
気
に
入
っ
て
い

た
の
で
す
。
彼
は
私
と
語
ら
う
こ
と
を
い
っ
こ
う
に
厭
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
さ
に
オ
ス
マ
ン
人
た
る
こ
と
を
体
現
し
た
人
物
で
し
て
、
自
分
が

め
ぐ
り
歩
い
た
土
地
や
目
に
し
た
も
の
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
も
の
で

し
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
あ
と
か
ら
知
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ

の
人
物
は
本
来
た
い
へ
ん
寡
黙
な
人
柄
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
と
は
あ
れ

こ
れ
と
よ
く
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
彼
が
父
に
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
い

く
と
き
、
私
が
彼
の
そ
ば
か
ら
離
れ
よ
う
と
せ
ず
、
一
緒
に
つ
い
て
行
こ

う
も
の
な
ら
、
職
務
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
厳
か
に
遂
行
す
る
こ
の
人

物
は
、
私
を
扉
の
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
い
き
、
室
外
で
待
た
せ
て
お
い
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て
、
彼
が
出
て
く
る
と
、
私
た
ち
は
一
緒
に
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
炉
端
に

戻
る
の
で
し
た
。
こ
の
人
物
が
私
に
し
て
く
れ
た
話
の
な
か
に
は
、
し
ば

し
ば
た
い
へ
ん
重
要
な
話
題
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
。
武
器
の
種
類
や

そ
の
扱
い
方
に
い
た
る
ま
で
、
彼
は
説
明
し
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
私
専

用
の
白
毛
を
し
た
バ
グ
ダ
ー
ド
産
の
ロ
バ
が
お
り
ま
し
て
、
名
前
を
「
ア

ブ
ー
・
ジ
ャ
ー
ム
ー
ス
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
ど
も
が
外
出
す
る
と
き
に

は
、
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
が
そ
の
ロ
バ
に
乗
り
、
私
を
腕
に
抱
え
て
い
た

の
で
す
が
、
彼
は
や
が
て
私
を
一
人
で
乗
せ
る
こ
と
に
力
を
入
れ
は
じ

め
た
の
で
す
。
あ
た
か
も
私
を
ア
マ
ゾ
ネ
ス
に
仕
立
て
上
げ
る
か
の
よ

う
に
、
馬
術
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
詳
細
な
情
報
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
私
を
ロ
バ
の
上
に
乗
せ
、
私
の
片
側
を
彼
が
、
も
う
片
側
を
守
役
を

務
め
て
い
た
人
物
が
支
え
て
、
一
人
で
手
綱
を
操
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
お
話
し
す
る
番
が
来
ま
し
た
の
で
、
彼
の
こ
と
に
つ
い
て
も

ご
説
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
私
に
は
別
し
て
一
人
の
守
役
が
あ
て
が
わ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
人
物
を
い
っ
こ
う
に
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
ど
も
が
ロ
バ
で
外
出
す
る
と
き
、
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
が
私

を
腕
に
抱
い
て
ロ
バ
に
乗
る
の
で
す
が
、
そ
の
守
役
の
男
は
馬
子
の
よ
う

に
徒
歩
で
私
ど
も
の
後
ろ
か
ら
つ
い
て
き
た
も
の
で
す
。
あ
の
守
役
を
ど

う
し
て
好
き
に
な
れ
ま
し
ょ
う
。
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

や
フ
ラ
ン
ス
人
の
様
子
に
関
す
る
情
報
ま
で
教
え
て
く
れ
る
ほ
ど
に
、
私

の
関
心
を
十
分
に
惹
き
つ
け
る
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
そ
の
守
役
は
た
ぶ
ん
私
を
喜
ば
せ
る
た
め
に
、
フ
ェ
ス
〔
い
わ
ゆ
る

ト
ル
コ
帽
〕
を
宙
に
放
り
投
げ
た
り
、
宙
返
り
を
し
て
み
せ
た
り
し
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
戯
れ
ご
と
が
逆
に
私
の
反
感
を
買
う
原
因
に

な
っ
た
の
で
す
。
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
が
た
い
へ
ん
忙
し
く
し
て
い
て
私

に
か
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
と
き
、
彼
は
私
を
父
の
幕
下
に
控
え
て

い
る
家ア

ア士
た
ち
の
も
と
に
預
け
、
私
は
そ
こ
で
た
い
へ
ん
行
儀
よ
く
座
っ

て
い
た
も
の
で
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
私
は
こ
の
人
び
と
の
こ
と
も
ス
レ

イ
マ
ン
・
ア
ア
ほ
ど
に
は
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も

あ
の
守
役
を
は
じ
め
、
そ
の
後
、
彼
が
辞
め
さ
せ
ら
れ
て
代
わ
り
に
と
っ

か
え
ひ
っ
か
え
や
っ
て
来
た
ほ
か
の
守
役
た
ち
ほ
ど
に
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
よ
り
も
遊
戯
や
玩
具
が
好
き
で
は

な
か
っ
た
の
で
す
。
私
に
は
き
ち
ん
と
し
た
こ
と
を
話
し
て
ほ
し
か
っ
た

で
す
し
、
私
も
そ
れ
を
聴
き
た
か
っ
た
の
で
す
。
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
が

話
し
て
い
る
最
中
、
私
が
耳
を
澄
ま
せ
て
聴
き
な
が
ら
寝
入
っ
て
し
ま
う

と
、
彼
は
私
を
腕
に
抱
え
て
奥
向
き
に
運
ん
で
く
れ
た
も
の
で
す
。
な
ぜ

な
ら
、
私
は
起
き
て
い
る
う
ち
は
絶
対
に
奥
向
き
に
い
よ
う
と
は
思
わ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
、
彼
女
の
頭
に
残
っ
て
い
る
記
憶
が
ど
こ
ま

で
さ
か
の
ぼ
れ
る
か
を
説
明
す
る
目
的
で
、
か
ね
て
わ
れ
わ
れ
に
あ
れ
こ
れ
と

手
紙
を
書
い
て
寄
こ
し
た
の
だ
が
、
こ
ん
に
ち
彼
女
の
評
伝
に
お
い
て
、
そ
の

幼
年
期
を
ご
自
身
の
筆
で
綴
る
か
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
が
利
用
で
き
る
と
は
、

ま
こ
と
に
も
っ
て
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
回
想
の
断
片
な
ら
ま
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だ
ま
だ
あ
る
の
だ
が
、
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
に
つ
い
て
の
話
題
を
締
め
く
く
る

に
あ
た
り
、
以
下
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
か
ら
申
し
添
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
幼
年
期
に
く
だ
ん
の
ス
レ

イ
マ
ン
・
ア
ア
を
気
に
入
っ
た
の
も
、
至
極
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

人
物
は
今
も
ご
存
命
で
あ
る
。
年
齢
は
百
を
超
え
て
い
る
が
、
今
は
亡
き
ジ
ェ

ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
逝
去
す
る
ま
で
そ
の
御
許
に
出
仕
し
つ
づ
け
た
。
ま
た
、

当
人
は
単
に
今
は
亡
き
パ
シ
ャ
の
召
使
と
い
う
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
上
に
一

面
で
は
同
僚
で
も
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
パ
シ
ャ
が
ま
だ
結
婚
前
に
故
レ
シ
ト
・

パ
シ
ャ（
６
）の
部
下
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
こ
の
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
も
今
は
亡
き
レ
シ

ト
・
パ
シ
ャ
の
次
席
コ
ー
ヒ
ー
給
仕
で
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
当
時
の
コ
ー

ヒ
ー
給
仕
長
は
た
い
て
い
貴
顕
が
務
め
て
お
り
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
淹

れ
る
炉
端
を
差
配
し
て
監
督
す
る
務
め
に
忙
し
か
っ
た
の
で
、
今
は
亡
き
レ
シ

ト
・
パ
シ
ャ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
ス
レ
イ
マ
ン
・
ア
ア
が
淹
れ
て
持
っ
て
い
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

　

当
人
は
読
み
書
き
が
で
き
、
博
識
に
し
て
頭
脳
明
晰
、
物
腰
の
柔
ら
か
い
人

物
で
あ
っ
た
。
一
時
は
正
式
に
試
験
を
受
け
、
郡
長
職
に
就
い
て
そ
の
能
力
を

発
揮
し
、
い
く
つ
か
の
土
地
に
赴
任
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
は
亡
き
ジ
ェ

ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
ア
レ
ッ
ポ
州
知
事
に
な
る
と
、
彼
ら
の
あ
い
だ
に
あ
っ
た

旧
交
ゆ
え
に
コ
ー
ヒ
ー
給
仕
長
と
し
て
ア
レ
ッ
ポ
に
同
行
し
、
つ
い
に
離
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
今
で
こ
そ
、
く
だ
ん
の
ご
老
体
は
ご
高
齢
の
極
み
に
達
し

て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
最
近
ま
で
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
炉
端
を
離
れ
る
こ
と
な

く
、
今
は
亡
き
パ
シ
ャ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
自
身
の
手
で
淹
れ
て
い
た
の
だ
が
、
さ

す
が
に
み
ず
か
ら
運
ん
で
供
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
く
な
っ
て
い
た
。
一
時
は
十

分
な
年
金
を
あ
て
が
わ
れ
て
引
退
さ
せ
ら
れ
、
自
宅
で
奥
方
と
と
も
に
暮
ら
す

こ
と
を
許
さ
れ
た
の
だ
が
、
く
だ
ん
の
ご
老
体
は
「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
沸
し（
７
）を
手

に
し
な
が
ら
死
ぬ
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
望
だ
」
な
ど
と
う
そ
ぶ
い
て
、
自
宅
か

ら
ふ
た
た
び
コ
ー
ヒ
ー
を
淹
れ
る
炉
端
に
居
場
所
を
移
し
、
こ
の
点
で
奥
方
が

い
か
に
引
き
留
め
よ
う
と
も
徒
労
に
終
わ
っ
た
。

　

幼
年
期
の
回
想
と
し
て
、
以
下
の
話
も
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
自
身
の

筆
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　

 

父
の
家
中
以
外
で
最
も
早
く
親
交
を
結
ん
だ
の
は
、
ア
レ
ッ
ポ
の
イ
ギ
リ

ス
領
事
ス
キ
ー
ン
氏（
８
）で
す
。
き
っ
と
子
供
の
こ
と
が
と
て
も
お
好
き
な
か

た
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
人
物
は
、
私
と
あ
れ
こ
れ
話
す
こ
と
に
疲

れ
を
知
ら
ず
、
飽
き
も
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
私
と
話
を
す
る
と
き
の

様
子
や
態
度
を
今
、
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
得
心
が
行
く
の
で
す
が
、
こ

の
有
徳
の
ご
老
体
は
私
に
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
数
日

で
も
〔
私
に
〕
会
わ
な
い
も
の
な
ら
、
お
付
き
の
人
を
遣
わ
し
て
お
招
き

に
な
り
、
何
く
れ
と
機
嫌
を
取
り
な
が
ら
懇
談
を
始
め
た
も
の
で
す
。
奥

様
は
ボ
ヤ
ー
ル（
９
）の
令
嬢
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
奥
様
と
私
ど
も
と
の

お
付
き
合
い
は
さ
ほ
ど
親
密
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ス

キ
ー
ン
氏
と
過
ご
し
た
時
間
は
今
も
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
て
、
私
の
幼

年
期
の
最
も
甘
美
な
部
分
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
立
派
な
客
間
が
あ
り
ま
し

て
、
中
央
の
テ
ー
ブ
ル
の
前
に
は
巨
大
な
ワ
ニ
の
剝
製
が
横
た
わ
っ
て
お
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り
ま
し
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
剝
製
を
、
私
は
怖
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
客
間
で
ス
キ
ー
ン
氏
と
向
か
い
合
っ
て
座
り
、
懇
談
し
た
も
の
で
す
。

あ
る
日
、
私
は
懇
談
中
に
言
葉
を
途
切
ら
せ
、
ぼ
ん
や
り
と
ス
キ
ー
ン
氏

の
顔
を
見
つ
め
出
し
ま
し
た
。
ご
老
体
は
こ
れ
を
不
審
に
思
い
、
わ
け
を

尋
ね
ま
し
た
。
私
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
こ
と
を
つ
い
庶
民
の
下
賤
な
言

い
方
で
呼
ん
で
し
ま
い
、「
不ギ

ャ
ー
ヴ
ル

信
心
者
ど
も
は
地
獄
で
焼
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
あ
な
た
も
不
信
心
者
で
し
ょ
う
。
私
は
あ
な

た
の
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
す
。
焼
か
れ
て
し
ま
う
な
ん
て
あ
ん
ま
り
だ

わ
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
た

後
、
泣
き
な
が
ら
こ
の
御
方
の
首
に
す
が
り
つ
い
た
の
で
す
。
彼
は
私
を

何
と
か
な
だ
め
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
彼
が
父
と
面
会
し
た
と
き
、
小

さ
な
子
供
に
そ
の
よ
う
な
誤
見
を
吹
き
込
む
も
の
で
は
な
い
と
、
至
極

ま
っ
と
う
な
言
い
分
で
忠
告
し
た
そ
う
で
す
。
あ
る
日
、
ス
キ
ー
ン
氏
の

お
宅
に
母
と
一
緒
に
参
り
ま
し
た
。
ご
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
か
よ
う
な
場

所
に
ム
ス
リ
ム
の
奥
方
連
中
が
出
か
け
る
と
き
、
男
性
は
姿
を
見
せ
ま
せ

ん
。
領
事
夫
人
は
客
人
た
ち
を
丁
重
に
も
て
な
す
こ
と
に
忙
し
か
っ
た

の
で
、
私
を
ご
亭
主
の
も
と
に
連
れ
て
い
く
こ
と
も
、
送
り
出
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
が
て
帰
宅
す
べ
く
馬
に
乗
る
段
に
な
っ
て
、

ス
キ
ー
ン
氏
の
召
使
が
駆
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
彼
は
母
に
向
か
っ
て
、

「
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
わ
が
主
人
は
今
日
、
お
嬢
様
に
お
目
に
か

か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
会
い
で
き
ず
に
お
帰
し
す
る
こ
と
に
、
ど
う
に

も
納
得
で
き
な
い
様
子
な
の
で
す
」
と
告
げ
、
私
を
抱
き
か
か
え
て
主
人

の
も
と
に
連
れ
て
い
き
ま
し
た
。
私
に
は
こ
れ
が
た
い
へ
ん
嬉
し
か
っ
た

の
で
、
召
使
に
抱
え
ら
れ
て
行
っ
た
と
き
の
様
子
を
今
で
も
覚
え
て
い
る

の
で
す
。
く
だ
ん
の
ス
キ
ー
ン
氏
は
白
い
口
髭
を
蓄
え
た
か
た
で
し
て
、

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
滞
在
し
た
際
に
は
、
今
は
亡
き
ア
フ
メ
ト
・
ヴ
ェ
フ
ィ

ク
・
パ
シ
ャ（

10
）と
も
面
会
し
、
懇
談
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

か
く
て
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
幼
年
期
の
初
め
の
こ
ろ
の
思
い
出

は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
女
は
ア
レ
ッ
ポ
に
い
た
と
き
の
様
子
や
、
そ
こ

か
ら
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
帰
還
し
て
五
歳
ま
で
に
経
験
し
た
諸
点
は
完
全
に
覚
え

て
い
る
の
だ
が
、
文
字
を
読
む
こ
と
を
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
習
い
は
じ
め

た
か
に
つ
い
て
は
、
い
っ
こ
う
に
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
。
か
く
も
大
き
な
ご

家
中
に
は
、
た
い
て
い
指ホ

ジ
ャ

南
役
が
い
て
、
そ
の
家
の
子
女
、
ま
た
家
子
同
然
の

召
使
の
少
年
少
女
、
さ
ら
に
は
当
家
に
仕
え
る
大
人
に
さ
え
も
勉
学
の
手
ほ
ど

き
を
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
帰
還
し
た
後
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア

リ
イ
ェ
女
史
も
正
式
に
教
育
と
し
つ
け
を
受
け
る
べ
く
、
当
家
の
指
南
役
で 

ロ
フ
チ
ャ（

11
）出
身
の
ハ
ジ
ュ
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
に 

託
さ
れ
た
の
だ
が
、
彼
は
こ
の
五
歳
の
子
供
が
授
業
の
早
い
段
階
で
文
字
を 

覚
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
よ
う
と
す
る
様
子
を
目
に
し
て
仰
天
し
た

と
い
う
。

　

な
る
ほ
ど
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
当
家

と
当
人
の
状
況
を
調
べ
て
み
れ
ば
、
さ
ほ
ど
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
。
く
だ
ん

の
指
南
役
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
ア
レ
ッ
ポ
に
い
た
と
き
に
も
当
家
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の
指
南
役
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
大
勢
の
児
童
を
教
授
す
る
際
に
、
フ
ァ
ト
マ
・

ア
リ
イ
ェ
女
史
を
楽
し
ま
せ
よ
う
と
彼
女
も
授
業
に
同
席
さ
せ
た
そ
う
で
あ

る
。
か
か
る
次
第
で
、
ほ
か
の
子
供
た
ち
に
お
こ
な
わ
れ
る
授
業
を
聴
い
て
い

る
う
ち
に
、
彼
ら
よ
り
も
当
人
の
ほ
う
が
よ
く
学
び
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
だ

が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
子
供
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
児
童

に
も
見
ら
れ
た
の
だ
が
、
年
長
の
子
供
た
ち
が
苦
労
し
て
音
符
の
ソ
ル
フ
ェ
ー

ジ
ュ
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
た
わ
ら
で
、
三
、
四
歳
の
子
供
た
ち
が
そ
れ
を
聴

き
な
が
ら
音
符
の
名
前
と
音
を
み
ご
と
に
諳
ん
じ
、
歌
っ
て
い
た
。
や
が
て
、

彼
ら
は
年
長
の
兄
弟
た
ち
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
迅
速
か
つ
容
易
に
音

楽
を
修
得
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

子
供
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
教
育
心
理
学
的
調
査
は
、
ま
こ
と

に
驚
く
べ
き
重
要
性
を
帯
び
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
二
歳
か
ら
五
歳
ま
で
に

三
つ
の
言
語
を
一
時
に
学
ん
で
し
ま
っ
た
子
供
た
ち
を
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

決
し
て
学タ

ア
リ
ー
ム習
の
成
果
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
言
語
は
授
業
そ
の
他

の
形
態
で
子
供
に
教
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
教
え
ら
れ
る

こ
と
と
言
え
ば
、「
ブ
ブ
、
マ
マ
、
ジ
ジ
」
と
い
っ
た
た
く
さ
ん
の
幼ミ

ュ
フ
メ
ラ
ー
ト

児
語
な

の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
子
供
に
と
っ
て
は
学
習
と
い
う
よ
り
も
模タ

ク
リ
ー
ト倣

の
対

象
に
過
ぎ
な
い
。
子
供
が
や
が
て
こ
う
し
た
言
葉
の
稚
拙
さ
を
悟
る
と
、
言
葉

の
正
確
な
か
た
ち
を
学
び
取
る
段
に
な
る
。
然
り
、
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
「
学

習
」
と
呼
ぶ
。
つ
ま
り
、
子
供
は
耳
に
し
た
こ
と
ど
も
に
注
意
を
払
い
な
が

ら
、
そ
れ
ら
を
自
分
で
覚
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
好
奇
心
旺

盛
な
子
供
た
ち
は
、
何
で
も
か
ん
で
も
千
の
物
事
を
大
人
に
尋
ね
て
答
え
を
せ

が
む
も
の
な
の
だ
が
、
も
し
も
大
人
の
側
に
わ
ず
か
な
り
と
も
ペ
ダ
ゴ
ジ
ー
つ

ま
り
教
育
学
に
つ
い
て
の
心
得
が
あ
れ
ば
、「
子
供
だ
か
ら
」
な
ど
と
言
っ
て

邪
険
に
せ
ず
、
子
供
の
尋
ね
る
こ
と
に
真
摯
に
答
え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
子
供
は
そ
の
と
き
覚
え
た
事
柄
を
二
度
と
忘
れ
な
い
か
ら
で

あ
り
、
か
り
に
ま
ち
が
っ
て
覚
え
て
し
ま
っ
て
あ
と
か
ら
忘
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
場
合
、
も
ち
ろ
ん
相
当
努
力
し
な
け
れ
ば
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
は
、
当
人
よ
り
も
年
長
の
令
兄
が
い
る
。
す

な
わ
ち
、
現
在
は
国
家
評
議
会
の
委
員
の
一
人
で
あ
る
と
こ
ろ
の
栄
え
あ
る
ア

リ
・
セ
ダ
ト
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
で
あ
り
、
江
湖
に
供
し
た
ご
高
著
に
よ
っ
て
言

論
界
で
も
名
声
を
博
し
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
よ
り
年
少
の
令
妹
〔
エ
ミ
ネ
・

セ
ミ
イ
ェ
〕
も
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
や
家
中
の
家
子
郎
等
の
子
女
の
た
め

に
、
上
述
の
よ
う
に
教ム

ア
ッ
リ
ム師〔
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
〕
が

い
た
の
だ
が
、
こ
の
教
師
は
子
供
た
ち
を
教
授
育
成
す
る
よ
り
も
飽
き
さ
せ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
の
ほ
う
に
忙
し
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ア
リ
・
セ
ダ
ト
・

エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
教
授
育
成
の
件
に
は
も
っ
と
真
剣
か
つ
慎
重
な
か
た
ち
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
他
方
で
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
令
兄
に
た
い
へ

ん
な
つ
い
て
い
た
の
で
、
い
つ
も
令
兄
と
連
れ
立
っ
て
授
業
を
聴
い
て
い
た
と

い
う
。
こ
う
し
て
五
歳
の
う
ち
に
聖
典
〔
ク
ル
ア
ー
ン
〕
の
読
誦
を
終
え
て
し

ま
い
、
ま
も
な
く
『
ム
ズ
ラ
ク
ル
の
教
理
問
答（

12
）』
や
〔
イ
ス
ラ
ー
ム
の
預
言
者

ム
ハ
ン
マ
ド
に
ま
つ
わ
る
〕『
聖
誕（

13
）』
と
い
っ
た
、
ト
ル
コ
語
で
書
か
れ
、
か

つ
母
音
符
号
付
の
ナ
ス
フ
体（

14
）で
印
刷
さ
れ
た
諸
書
も
難
な
く
音
読
で
き
る
よ
う
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に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
か
ら
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア

リ
イ
ェ
女
史
が
ま
だ
六
歳
で
あ
っ
た
あ
る
日
の
こ
と
、
ご
母
堂
が
そ
の
よ
う
に

母
音
符
号
付
の
文
字
で
印
刷
さ
れ
た
書
物
と
一
緒
に
、
こ
の
か
わ
い
ら
し
い
読

書
家
の
腕
を
引
き
、「
ア
リ
イ
ェ
は
こ
ん
な
本
を
誦
め
ま
す
の
よ
」
と
言
い
な

が
ら
ご
尊
父
の
前
に
連
れ
て
き
た
と
い
う
。
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ

は
本
の
数
カ
所
を
開
い
て
子
供
に
音
読
さ
せ
、
そ
の
歳
で
身
に
つ
け
た
読
誦
能

力
に
大
い
に
満
足
し
た
の
で
、
褒
美
に
一
つ
か
み
の
金
銭
を
与
え
た
。
だ
が
、

ど
う
し
た
わ
け
か
子
供
は
そ
う
し
て
褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
気
恥
ず
か
し
く
、
あ

る
い
は
気
後
れ
し
て
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
ご
尊
父
の
ほ
う
は
、
そ

の
様
子
を
一
種
の
驚
異
と
考
え
、
呆
気
に
と
ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
児
童
教
育
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
一
部
の
子
供
た
ち
が

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
才
能
を
開
花
さ
せ
た
と
し
て
も
何
ら
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い

も
の
と
考
え
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
読
者
諸
賢
は
、
史
書
に
登
場
す
る
著
名
な
学

者
や
文
筆
家
の
う
ち
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
ジ
ブ（

15
）や
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
ー
の
よ
う

に
、
ま
だ
幼
い
こ
ろ
か
ら
文
才
や
学
才
で
名
を
揚
げ
た
人
士
を
思
い
起
こ
し
て

み
れ
ば
、
彼
ら
に
比
し
て
六
歳
の
子
供
が
母
音
符
号
付
の
文
字
を
正
し
く
音
読

で
き
る
こ
と
な
ど
驚
き
も
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
言
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
の
だ

が
、
こ
の
く
だ
り
を
書
い
て
い
る
う
ち
に
、
わ
が
家
の
子
供
の
一
人
で
あ
る
愛

し
の
ズ
ィ
ー
バ
ー
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
て
し
ま
っ
た（

16
）。
彼
女
は
や
っ
と
七
歳

を
過
ぎ
た
ば
か
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
母
音
符
合
の
付
さ
れ
て
い
な
い
文
字
を

適
切
か
つ
正
確
に
音
読
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
音
節
を
一
つ
ず
つ
区
切
り
な

が
ら
は
っ
き
り
発
音
し
て
あ
げ
れ
ば
、
正
書
法
に
沿
っ
て
ま
ち
が
わ
ず
に
書
き

取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
わ
が
家
の
ズ
ィ
ー
バ
ー
は
た
い
へ
ん
な
お
転
婆
で
、
人ク

ク
ラ

形
劇
や

お
人
形
遊
び
の
ほ
う
に
夢
中
な
の
だ
が
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
幼
年

期
は
こ
れ
に
比
す
べ
く
も
な
か
っ
た
。
彼
女
の
親
戚
連
中
が
言
う
に
は
、
こ
の

聡
明
な
子
供
は
ほ
か
の
子
供
た
ち
と
は
別
格
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
玩
具
が
嫌

い
な
子
供
な
ど
い
な
い
は
ず
な
の
だ
が
、
当
人
は
子
供
や
玩
具
と
遊
ぶ
こ
と
が

ま
っ
た
く
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
当
時
、
大
臣
た
ち
の
家
に
は
大
勢
の

演
奏
家
や
歌
い
手
が
い
て
、
彼
ら
に
稽
古
を
つ
け
る
べ
く
親
方
連
中
が
や
っ
て

来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
親
方
連
中
が
や
っ
て
来
る
と
「
集
団
稽

古
」
と
い
う
名
の
も
と
に
素
晴
ら
し
い
演
奏
会
が
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
ア
リ

イ
ェ
女
史
は
こ
れ
も
お
気
に
召
さ
な
か
っ
た
。
彼
女
が
真
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
の
は
書
物
で
あ
り
、
ど
こ
か
で
書
物
を
見
か
け
よ
う
も
の
な
ら
、
そ
れ
を
手

に
し
て
み
た
い
と
い
う
欲
求
を
ど
う
し
て
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

だ
が
、
ほ
か
の
子
供
の
よ
う
に
手
に
取
っ
た
も
の
を
壊
し
た
り
、
汚
し
た
り
、

破
っ
た
り
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
持
ち
主
の
許
可
を
得
ず
に
何

か
を
手
に
取
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ

シ
ャ
の
屋
敷
に
は
、
同
郷
者
や
親
類
縁
者
の
一
部
の
人
び
と
が
足
し
げ
く
出
入

り
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
人
び
と
の
な
か
に
は
高
等
学
校
の
生
徒
や
司
法
省
そ

の
他
の
部
局
に
勤
め
る
者
が
い
て
、
邸
内
に
は
彼
ら
専
用
の
部
屋
が
あ
り
、
そ

の
部
屋
に
は
彼
ら
の
文
書
や
書
物
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
ら
が
幼
気
な
探

究
者
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
持
ち
主
に
断
っ
て
手
に
取
る
こ
と
に
無
上
の
喜
び
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を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
は
や
幼
年
期
を
脱
し
て
少
女
期
に
入
ら
ん
と
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
あ
っ

て
、
つ
ま
り
七
歳
の
と
き
に
、
彼
女
は
書
物
へ
の
関
心
の
赴
く
ま
ま
に
『
バ
ッ

タ
ル
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー（

17
）』
や
『
血
の
砦（

18
）』、
そ
れ
に
鉛
活
字
で
印
刷
さ
れ
た
『
ア

ズ
ィ
ズ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
空
想
物
語（

19
）』
や
『
千
夜
物
語（

20
）』
な
ど
の
書
物
も
自

在
に
音
読
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
そ
の
意
味
内
容
ま
で
理

解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
や
が
て
自
分
が
読
ん
だ
も
の
す
べ
て
に

つ
い
て
、
そ
れ
が
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
か
を
理
解
し
た
く
て
た
ま
ら
な

く
な
り
、
あ
れ
こ
れ
と
尋
ね
て
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
く
だ

ん
の
女
史
に
つ
い
て
、
こ
こ
か
ら
は
幼
年
期
の
章
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
少

女
期
の
章
で
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
少
女
期

　

自
分
が
音
読
し
た
も
の
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
お
こ
な
っ
た
探
究
か
ら
生
じ

た
収
穫
を
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
自
身
の
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す

る
に
、
凡
人
は
「
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
何
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
を
気
に
か
け
て
苦
心
の
末
に
理
解
に
達
す
る
も
の
な
の
だ

が
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
「
こ
の
意
味
、
こ
の
内
容
を
、
は
た
し
て

筆
者
は
い
か
な
る
文
章
で
綴
り
、
説
い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
気
に
か

け
て
読
み
進
め
る
う
ち
に
理
解
に
達
す
る
女
性
の
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、『
千
夜
物
語
』
や
『
ア
ズ
ィ
ズ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
空
想
物
語
』
と
い
っ

た
物
語
作
品
を
彼
女
に
聞
か
せ
て
あ
げ
よ
う
と
買
っ
て
出
た
人
び
と
は
、
そ
れ

ら
を
物マ

サ
ル語

と
し
て
聞
か
せ
て
あ
げ
る
の
だ
が
、
彼
女
は
物
語
〔
の
筋
〕
を
理
解

し
た
後
、
そ
の
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
本
の
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
、
そ
れ
が
自
分

に
理
解
可
能
な
文
章
か
ど
う
か
を
吟
味
す
る
の
で
あ
る
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
学
習
の
手
順
は
あ
べ
こ
べ
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
し
ば
し
熟
考
し
て
み
れ
ば
、
本
邦
の
オ
ス
マ
ン
語
を
理
解
す
る
道
は
、
ま

さ
に
こ
う
し
た
や
り
方
で
こ
そ
容
易
に
見
つ
か
り
、
開
か
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
首
肯
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
意メ

ア
ー
ル味

」
な
い
し
「
内

ミ
ュ
フ
ァ
ー
ド

容
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
は
子
供
に
と
っ
て
未
知
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
未
知
の
も

の
の
何
た
る
か
を
、
別
の
た
く
さ
ん
の
未
知
の
も
の
た
る
単
語
や
文
章
の
な
か

に
求
め
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
さ
ら
な
る
困
難
を
も
た
ら
す
だ
け
だ
か
ら
で
あ

る
。
だ
が
、
そ
の
意
味
や
内
容
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ら
が

ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
べ
く
、
そ
れ
を
単
語
や
文
章
の
な

か
に
探
る
こ
と
も
ず
っ
と
容
易
に
な
る
。
お
よ
そ
わ
れ
わ
れ
全
員
が
身
に
覚
え

の
あ
る
よ
う
に
、
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
の
文
章
や
二ベ

イ
ト
連
句
の
意
味
を
く

み
取
る
こ
と
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
も
の
だ
が
、
そ
の

文
章
や
二
連
句
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
の
何
た
る
か
を
学
ん
だ
あ
と
で
再
読
し
て

み
れ
ば
、
言
葉
の
意
味
の
真
相
に
み
ご
と
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
ま
だ
完
全
に
は
幼
年
期
か
ら
抜
け
切
ら
ず
、

と
い
っ
て
少
女
期
に
も
入
り
切
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
で
さ
え
、
彼
女
の
学
習

に
対
す
る
意
欲
と
情
熱
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
か

と
言
う
と
、
学
の
あ
る
人
の
食
べ
残
し
を
口
に
す
る
と
学
の
あ
る
人
間
に
な
れ

る
な
ど
と
い
う
話
を
耳
に
し
て
、
純
真
な
子
供
心
ゆ
え
に
そ
れ
を
真
に
受
け
て
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し
ま
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
だ
が
、
学
の
あ
る
人
と
し
て
だ
れ
を
選
び
、
そ
の

食
べ
残
し
を
口
に
し
よ
う
か
と
い
う
段
に
な
っ
て
長
ら
く
思
案
し
た
末
に
、
ご

母
堂
の
も
と
に
足
し
げ
く
通
い
、「
女ホ

ジ
ャ
・
ハ
ヌ
ム

先
生
」
と
呼
ば
れ
て
邸
内
で
敬
意
を
払

わ
れ
て
い
た
女
性
を
「
こ
れ
ぞ
学
の
あ
る
御
方
！
」
と
見
定
め
、
そ
の
食
べ
残

し
を
口
に
し
よ
う
と
懸
命
に
努
力
を
傾
け
た
。
こ
の
努
力
が
い
さ
さ
か
昂
じ
て

し
ま
い
、
女
先
生
に
朝

カ
フ
ヴ
ァ
ル
ト
ゥ

食
が
供
さ
れ
る
と
き
に
そ
の
食
べ
残
し
に
あ
り
つ
こ

う
と
、
長
い
あ
い
だ
広
間
を
う
ろ
つ
い
て
朝
食
の
盆
が
下
げ
ら
れ
る
の
を
待
っ

て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

指
南
役
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が
お
こ
な
う
音
読
の

勉
強
に
お
い
て
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
驚
異
的
な
か
た
ち
で
上
達

し
、
指
南
役
を
少
し
も
倦
ま
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
同
じ
く
書
字

の
勉
強
に
お
い
て
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
驚
く
べ
き
か
た
ち
で
上
達
し
、
や
は

り
師
を
倦
ま
せ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
さ
て
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ

フ
ェ
ン
デ
ィ
の
字
は
タ
ア
リ
ー
ク
体（

21
）に
近
い
も
の
で
あ
り
、
く
だ
ん
の
女
史

が
書
字
を
始
め
た
と
き
、
こ
の
書
法
で
書
か
れ
た
手
本
が
当
人
に
与
え
ら
れ
た

の
だ
が
、
子
供
が
そ
の
手
本
に
な
ら
っ
て
タ
ア
リ
ー
ク
体
を
身
に
つ
け
る
こ
と

は
な
く
、
ル
ク
ア
体（

22
）を
身
に
つ
け
て
し
ま
っ
た
。
手
本
に
見
え
る
タ
ア
リ
ー
ク

体
の
バ
ー
（
ب
）
や
タ
ー
（
ت
）
や
ス
ィ
ー
ン
（
س
）
や
カ
ー
フ
（
ك
）
の
文
字
を 

ふ
つ
う
よ
り
も
長
く
伸
ば
し
て
書
く
カ
シ
ー
ダ（

23
）が
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
の

生
徒
は
、
こ
れ
ら
を
ル
ク
ア
体
の
や
り
方
で
書
い
て
い
た
の
だ
が
、
指
南
役
の

先
生
は
「
そ
れ
も
良
し
」
と
し
て
少
し
も
嫌
な
顔
を
し
な
か
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
子
供
に
し
て
み
れ
ば
、
ル
ク
ア
体
と
は
何
か
、
ナ
ス
フ
体
と
は
何
か
、
タ

ア
リ
ー
ク
体
と
は
何
か
、
な
ど
と
知
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
、
自
分
の
そ

ば
で
文
字
を
書
い
て
い
る
人
の
書
き
方
を
一
生
懸
命
ま
ね
た
が
た
め
に
、
そ
う

し
て
書
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
と
に
な
っ

て
、
も
と
も
と
乳
父
〔
乳
母
の
夫
〕
で
あ
っ
た
が
当
人
の
守
役
も
任
さ
れ
て
い

た
古
参
の
人
物
の
息
子
が
、
み
ご
と
な
ル
ク
ア
体
の
書
き
手
だ
っ
た
の
で
、
ア

リ
イ
ェ
女
史
に
手
本
を
書
き
、
乳
父
に
し
て
守
役
が
見
守
る
な
か
、
子
供
の
字

を
正
そ
う
と
し
は
じ
め
た
。
指
南
役
の
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン

デ
ィ
は
、
い
っ
こ
う
に
頓
着
し
な
い
人
柄
だ
っ
た
の
で
、
自
身
の
職
責
に
加
え

ら
れ
た
越
権
行
為
ゆ
え
に
も
の
申
す
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

こ
の
指
南
役
の
シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
に
は
、
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
風

変
わ
り
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
算
術
の
初
歩

を
教
え
よ
う
と
努
め
た
こ
と
で
あ
る
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

御
仁
は
若
い
こ
ろ
に
習
い
覚
え
た
諸
学
問
を
の
ち
に
す
べ
て
忘
れ
て
し
ま
い
、

忘
れ
た
が
た
め
に
出
世
の
道
を
進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ

の
お
屋
敷
に
居
候
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
と
は
い
え
、
算
術
の
う
ち
簡

単
な
四
則
演
算
は
忘
れ
ず
に
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
子
供
な
が
ら
に
熱
意
と
誠

心
を
も
っ
て
知
識
の
純
水
を
渇
望
し
て
い
た
年
若
の
生
徒
に
、
そ
れ
を
み
ご
と

に
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

御
父
君
た
る
〔
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
〕
パ
シ
ャ
の
ご
家
中
に
連
な
る
人
び
と
の
う

ち
、
こ
ん
に
ち
司
法
省
の
顕
官
の
地
位
に
あ
る
さ
る
御
方
も
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア

リ
イ
ェ
女
史
の
教
育
係
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
彼
は
当
時
、
パ
シ
ャ
の

文
書
を
記
す
任
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
お
屋
敷
に
頻
繁
に
出
入
り
し
て
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い
た
の
だ
が
、
く
だ
ん
の
女
史
の
呑
み
込
み
の
速
さ
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
彼
女
が
か
く
も
年
少
で
読
み
書
き
が
で
き
る
と
い
う
の
で
、
こ

の
人
物
も
教
育
熱
に
駆
ら
れ
、
く
だ
ん
の
守
役
の
任
を
務
め
る
乳
父
が
見
守
る

な
か
、
正
書
法
の
手
ほ
ど
き
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女

史
が
こ
の
手
ほ
ど
き
か
ら
受
け
た
恩
恵
は
、
た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
短
期
間
で
正
書
法
も
上
達
し
、
当
人
に
書
か
せ
た
も
の
に
ほ

と
ん
ど
誤
り
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
思
い
を
致
す
べ
き
は
、
教

え
る
側
の
熱
意
と
教
わ
る
側
の
意
欲
と
で
あ
ろ
う
。
く
だ
ん
の
御
仁
は
ア
リ

イ
ェ
女
史
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
数
字
も
教
え
た
の
だ
が
、
彼
女
は
す
で
に
習
得
済

み
の
演
算
を
、
以
後
は
そ
の
数
字
で
お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
は
言
う
な

れ
ば
フ
ラ
ン
ス
語
に
初
め
て
親
し
む
端
緒
と
も
見
な
し
え
よ
う
。

　

七
歳
を
ま
だ
過
ぎ
ぬ
う
ち
に
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
ご
母
堂
の
私

的
な
代
筆
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ご
母
堂
が
、
地
方
に
い
る
友
人

に
送
る
手
紙
を
こ
の
文
字
を
覚
え
立
て
の
代
筆
に
書
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
も
っ
て
驚
く
べ
き
上
達
の
ほ
ど
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

兄
ア
リ
・
セ
ダ
ト
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
も
令
妹
の
か
か
る
能
力
に
感
心
し
、
書
物

を
片
づ
け
る
と
き
に
手
伝
わ
せ
て
い
た
と
い
う
。
彼
が
告
げ
た
書
名
を
ア
リ

イ
ェ
女
史
が
表
紙
か
ら
読
み
取
り
、
持
っ
て
き
て
渡
す
ご
褒
美
に
、
彼
は
自
分

に
用
の
な
く
な
っ
た
新
聞
や
雑
誌
の
た
ぐ
い
を
あ
げ
た
そ
う
で
あ
る
。
フ
ァ
ト

マ
〔
・
ア
リ
イ
ェ
〕
女
史
は
そ
れ
を
た
い
へ
ん
興
奮
し
て
受
け
取
り
、
読
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
。

　

け
だ
し
、
こ
の
状
況
が
た
い
へ
ん
重
要
な
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
以
後
、
彼

女
が
書
籍
や
新
聞
を
購
入
す
る
必
要
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

屋
敷
に
は
生
活
や
娯
楽
に
必
要
な
物
が
す
べ
て
調
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
ほ

か
に
小
遣
い
と
し
て
保
母
に
一
週
間
当
た
り
三
〇
ク
ル
シ
ュ
が
預
け
ら
れ
て

い
た（

24
）。
く
だ
ん
の
保
母
は
、
こ
の
金
銭
で
子
供
が
欲
し
が
る
あ
ら
ゆ
る
新
聞
や

書
籍
を
入
手
し
、
そ
う
し
て
購
入
す
る
こ
と
に
た
い
へ
ん
な
喜
び
を
感
じ
て
い

た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
自
分
が
手
塩
に
か
け
て
し
つ
け
て
い
る
少
女
を
こ
の

上
な
く
愛
し
て
お
り
、
少
女
が
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
を
た
い
へ
ん
好

ま
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
点
で
反
対
す
る
ど
こ
ろ
か
何
く
れ
と
世
話
を

焼
き
、
手
助
け
ま
で
し
て
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
教
育
に
最
も
真
剣
な
か
た
ち
で
力
を
尽
く
し

た
人
物
は
、
今
は
亡
き
ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
恩
師
に
あ
た
る
く
だ
ん
の
故
人
は
、
そ
の
知
見
の
広
さ

は
言
う
に
及
ば
ず
、
学
識
の
深
さ
に
お
い
て
も
申
し
分
の
な
い
御
方
で
あ
っ 

た（
25
）。
令
兄
に
た
い
そ
う
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史

が
、
あ
る
日
、
彼
の
お
部
屋
に
い
た
と
き
、
令
兄
は
「
は
た
し
て
で
き
る
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の
本
の
一
ペ
ー
ジ
で
も
読
ん
で
諳
ん
じ
ら
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
な
よ
」
と
言
っ
て
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
一
冊
の
本
を
渡
し
た
そ

う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
二
人
の
ご
尊
父
が
も
の
し
た
『
ト
ル
コ
語
文
法
読
本
』

な
る
書
物
で
あ
っ
た（

26
）。
ま
だ
七
歳
で
あ
っ
た
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
、

こ
の
書
物
を
何
度
か
音
読
し
て
完
全
に
覚
え
て
し
ま
い
、
そ
の
状
況
を
令
兄
に

伝
え
た
。
彼
は
「
ぼ
く
は
今
す
ぐ
覚
え
ろ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
な
。

い
つ
で
も
覚
え
ら
れ
る
と
き
に
、
と
言
っ
た
つ
も
り
な
ん
だ
け
ど
。
と
に
か
く
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聞
い
て
あ
げ
る
か
ら
、
こ
っ
ち
に
来
て
暗
誦
し
て
み
な
よ
」
と
言
っ
て
、
彼
女

が
暗
記
し
て
い
る
と
い
う
講
を
聴
い
て
み
た
。
彼
女
が
学
校
の
生
徒
と
言
っ
て

も
よ
い
ほ
ど
に
す
ら
す
ら
と
諳
ん
じ
る
さ
ま
を
見
て
、
彼
は
驚
愕
し
た
。
彼
の

教
育
を
任
さ
れ
て
い
た
今
は
亡
き
ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が

翌
日
の
夕
刻
に
や
っ
て
来
る
と
、
令
兄
は
令
妹
を
師
の
前
に
連
れ
て
い
き
、
と

も
に
授
業
を
受
け
た
そ
う
で
あ
る
。

　

く
だ
ん
の
師
か
ら
彼
女
が
受
け
た
学
恩
を
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
自

身
の
筆
で
語
ら
せ
る
べ
く
、
彼
女
の
あ
ら
ゆ
る
著
作
の
記
述
に
垣
間
見
え
る
、

か
く
も
瞠
目
す
べ
き
叡
智
の
片
鱗
を
、
だ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
入
れ

た
の
か
に
つ
い
て
、
以
前
に
小
生
が
お
こ
な
っ
た
質
問
に
対
し
て
、
女
史
が
返

し
て
寄
こ
し
た
詳
細
な
書
付
を
参
照
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
私
に
ト
ル
コ
語
文
法
の
授
業

を
始
め
た
日
、
地
図
を
か
た
わ
ら
に
地
理
学
の
授
業
も
始
め
ま
し
た
。
そ

の
後
は
夕
刻
に
先
生
が
お
見
え
に
な
る
ご
と
に
、
私
を
お
召
し
に
な
っ
た

も
の
で
す
。
私
は
授
業
の
予
習
を
入
念
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
た
い

へ
ん
気
に
入
ら
れ
、
授
業
を
先
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
れ
ほ
ど

意
欲
的
に
励
ん
で
い
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
も
と
も
と
好
き
で
は
な
か
っ

た
遊
戯
や
ら
何
や
ら
の
余
事
に
か
ま
け
る
こ
と
な
ど
頭
の
片
隅
に
も
思
い

浮
か
ば
な
く
な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
授
業
内
容
を
覚
え
た
り
諳
ん
じ
た
り
す

る
こ
と
も
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
先
生
が
授
業
内
容
を

ど
れ
ほ
ど
み
ご
と
に
解
説
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
た
と
え

授
業
後
に
復
習
を
怠
っ
た
と
き
で
さ
え
、
私
の
記
憶
に
残
っ
て
離
れ
な

か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
夏
に
私
ど
も
が
ボ
ア
ズ
イ
チ
〔
の
別
邸
〕
に
居
を
移

し
ま
す
と（

27
）、
先
生
は
週
に
数
晩
し
か
お
見
え
に
な
ら
な
く
な
る
の
で
す

が
、
私
ど
も
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
〔
旧
市
街
の
本
邸
〕
に
い
る
と
き
は
毎
晩

や
っ
て
来
て
、
就
寝
の
時
刻
に
な
る
ま
で
私
た
ち
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

後
、
供
の
者
に
灯
火
を
持
た
せ
、
さ
ほ
ど
遠
く
も
な
い
お
宅
に
お
送
り
さ

せ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
御
方
は
、
そ
の
こ
ろ
兄
が
通
っ
て
い
た
学
校
で

最
も
偉
大
な
先
生
が
た
の
お
一
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、
の
ち
に
そ
の
学
校

に
は
「
官マ

フ
レ
ジ
・
ア
ク
ラ
ー
ム

員
養
成
校
（」28
）と
い
う
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
当
人
を
敬

愛
し
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
敬
愛
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
畏
怖
し
て

も
い
た
の
で
す
。
雪
の
よ
う
に
白
く
清
潔
で
小
さ
な
タ
ー
バ
ン
、
い
つ
も

清
潔
で
新
品
同
様
に
見
え
た
法ジ

ュ
ッ
ペ衣
、
そ
し
て
、
長
身
に
し
て
白
皙
、
典
雅

に
た
た
ず
む
お
姿
と
と
も
に
、
こ
の
祝
福
さ
れ
た
御
方
の
光
り
輝
く
お
顔

が
私
の
眼
前
に
浮
か
び
ま
す
と
、
そ
れ
に
対
し
て
今
で
も
居
住
ま
い
を
正

し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
新
思
想
の
持
ち
主
の
な
か
で
も
、
こ
と
に
進
歩

的
な
御
方
で
し
た
。
私
に
『
無
二
の
真
珠（

29
）』
も
講
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し 

た
。
た
だ
し
、
ご
本
人
の
撰
に
従
っ
て
、
私
に
講
ず
る
必
要
の
あ
る
個
所

を
講
じ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
そ
の
教
学
に
関
す
る
点
に
つ
い

て
は
『
無
二
の
真
珠
』
を
ひ
と
ま
ず
の
土
台
に
し
つ
つ
、
ご
自
分
で
必
要

な
知
識
を
ほ
と
ん
ど
口
頭
で
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
れ
こ
れ
の
迷

信
や
俗
信
、
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
シ
ャ
リ
ー
ア
や
学
知
に
悖
る
妄
念
を
、
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私
の
頭
の
な
か
か
ら
消
し
去
る
こ
と
に
力
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

か
く
も
大
事
で
繊
細
な
こ
と
ど
も
を
、
子
供
に
も
理
解
で
き
る
平
易
な
言

葉
で
説
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
は
飽
く
こ
と
も
嫌
に
な
る
こ
と
も
な

く
、
む
し
ろ
た
い
へ
ん
満
足
し
た
も
の
で
す
。
彼
の
学
識
と
美
徳
、
知
恵

と
知
識
は
、
父
も
讃
え
て
お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
私
は
七
歳
の
と
き

に
こ
の
御
方
の
学
恩
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
教
授
は
三
年
続

き
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
は
彼
の
寿
命
が
許
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
は
こ

の
間
に
オ
ス
マ
ン
語
文
法
を
し
っ
か
り
教
え
込
み
ま
し
た
。
地
理
学
を
完

璧
に
習
得
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
歴
史
を
地
理
学
に
関
連
づ
け
て
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
地
図
を
見
せ
な
が
ら
、
あ
る
土
地
の
地
勢
を
説
明
す
る

と
き
に
、
彼
は
当
地
の
歴
史
の
概
略
も
私
に
語
っ
て
聞
か
せ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
地
理
学
を
終
え
る
と
天
文
学
の
勉
強
に
移
り
ま
し
た
。
私
は

さ
っ
そ
く
地
球
と
天
体
の
回
転
と
運
行
、
ま
た
恒
星
と
惑
星
を
す
べ
て
学

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
地
理
学
や
天
文
学
が
私
に
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
教

え
ら
れ
て
い
る
場
所
な
ど
、
い
ま
だ
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
と

冬
が
交
互
に
訪
れ
る
こ
と
、
ま
た
夜
と
昼
が
長
く
な
っ
た
り
短
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
な
ど
が
ど
う
し
て
起
き
る
の
か
、
す
べ
て
説
明
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
オ
ス
マ
ン
語
で
意
思
表
示
を
す
る
た
め
に
ア
ラ
ビ
ア
語

や
ペ
ル
シ
ア
語
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
援
用
す
れ
ば
よ
い
か
、〔
ア
ラ

ビ
ア
語
の
〕
語エ

ム

ス

ィ

レ

形
変
化
表
や
ら
語ビ
ナ
ー
根
論
や
ら
ペ
ル
シ
ア
語
文
法
や
ら
を
示

す
こ
と
な
く
、
先
生
は
私
に
み
っ
ち
り
教
え
込
ん
だ
の
で
す
が
、
こ
れ
は

文サ
ル
フ
法
論
や
構ナ
フ
ヴ
文
論
を
十
分
に
修
得
し
た
人
で
も
長
期
間
勉
学
に
励
ん
だ
末

に
や
っ
と
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
た
。
あ
の
御
方

が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
、
私
は
当
人
か
ら
も
っ
と
多
く
の

学
恩
を
受
け
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
ご
逝
去
に
際
し
て
た
い
へ
ん

悲
し
み
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
厳
粛
な
御
方
で
し
て
、
私
と
戯
れ
る
こ
と
な

ど
皆
無
で
し
た
が
、
侮
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

賢
明
な
生
徒
に
対
し
て
学
識
と
熱
意
の
あ
る
教
師
が
三
年
間
で
何
を
教
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
、
当
今
の
学
級
制
の
状
況
と
比
べ
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
な
る
ほ
ど
、
当
今
の
本
邦
の
高

メ
キ
ャ
ー
テ
ィ
ビ
・
ル
シ
ュ
テ
ィ
イ
ェ

等
小
学
校
な
ど
で
お
こ
な
わ
れ
る

授
業
の
進
度
は
や
や
遅
め
で
は
あ
る
が
、
考
慮
す
べ
き
は
一
学
級
に
六
〇
人
か

ら
一
五
〇
人
ほ
ど
の
生
徒
が
お
り
、
教
師
は
彼
ら
全
員
に
向
け
て
一
斉
に
授
業

を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
先
生
の
説
明
を
聞
い
て
い
な
い

子
供
も
多
い
。
と
き
ど
き
試
験
を
す
る
ほ
か
に
学
力
を
点
検
す
る
す
べ
も
な

い
。
中
級
の
生
徒
が
理
解
す
る
ま
で
、
上
級
の
生
徒
は
待
た
さ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
学
級
に
対
し
て
斉
一
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
授
業
と
比
べ
た
場
合
、
一

人
の
教
師
が
一
人
の
生
徒
に
お
こ
な
う
授
業
と
の
あ
い
だ
に
は
数
段
の
違
い
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が
経
験
的
に
知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。

個
別
指
導
の
か
た
ち
で
受
け
る
三
年
間
の
授
業
に
、
一
斉
指
導
の
か
た
ち
で
受

け
る
六
年
間
の
授
業
ほ
ど
の
成
果
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

今
は
亡
き
ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
授
業
は
、
ア
リ
イ
ェ

女
史
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
知
識
の
欠
如
を
補
う
だ
け
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

基
礎
と
な
る
考
え
方
や
も
の
の
見
方
を
広
げ
、
正
す
こ
と
に
力
を
尽
く
し
た
の
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で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
こ
と
を
く
だ
ん
の
女
史
は
み
ず
か
ら
の
筆
で
つ
ぎ
の
よ

う
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
　

 

奥
向
き
に
い
る
と
き
、
私
は
母
の
部
屋
以
外
の
場
所
に
は
行
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
い
う
の
も
、
年
配
の
女
性
た
ち
の
話
や
古
い
時
代
の
物
語
を
聴

く
の
が
た
い
へ
ん
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
母
た

ち
が
「
最
後
の
審
判
の
時
だ
わ
！　

こ
の
世
の
終
わ
り
が
迫
っ
て
い
る
そ

う
よ
。
悔タ

ウ
バ悛

の
門
は
閉
ざ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
に
。
そ
の
あ
と
に
お
こ
な
っ

た
悔
悛
は
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
人
び
と
は
地
獄
に

行
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」
な
ど
と
わ
け
も
わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
を
耳
に
し
て
、
私
は
ひ
ど
く
う
ろ
た
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生

が
お
見
え
に
な
っ
て
、
こ
の
件
を
ご
本
人
に
お
話
し
す
る
ま
で
、
私
は
居

て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
は
私
の
説
明
を
聴
い
た

後
、
た
い
へ
ん
珍
し
い
こ
と
に
微
笑
み
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
お
考
え

を
示
し
て
お
返
事
を
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。「
娘
よ
、
さ
よ
う
な
話
は
こ

の
世
の
初
め
か
ら
ず
っ
と
言
わ
れ
つ
づ
け
て
き
た
も
の
で
す
。
実
際
、
偉

大
な
る
諸
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
真
理
者
た
る
御
方
〔
唯
一
神
〕

が
ア
ダ
ム
様
を
お
創
り
に
な
っ
た
と
き
、
大
天
使
た
ち
が
《〔
神
は
〕
土

塊
か
ら
か
よ
う
な
存
在
を
お
創
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と

か
。
こ
の
世
の
終
わ
り
の
兆
し
に
ち
が
い
な
い
》
な
ど
と
言
っ
て
驚
き
を

表
明
し
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と（

30
）。
こ
の
お
返
事
は
子
供
が
理
解
で
き

る
ほ
ど
に
単
純
で
は
あ
り
ま
す
が
、
哲
学
者
を
も
唸
ら
せ
る
ほ
ど
の
説
得

力
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

か
く
て
知
識
の
み
な
ら
ず
も
の
の
見
方
や
考
え
方
の
面
で
も
、
フ
ァ
ト
マ
・

ア
リ
イ
ェ
女
史
は
今
は
亡
き
ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
か
ら
た

い
へ
ん
大
き
な
学
恩
を
受
け
た
の
で
、
彼
の
逝
去
ゆ
え
に
抱
い
た
悲
し
み
を
今

も
思
い
出
す
た
び
に
、
彼
女
が
恩
義
と
畏
敬
の
念
を
深
く
す
る
の
も
至
極
も
っ

と
も
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
高
貴
な
る
御
方
が
亡
く
な
っ
た
後
、
か
の
聡
明
に
し
て
熱
意
あ
る
学
知

の
探
究
者
を
教
育
す
る
務
め
は
、
以
前
に
申
し
述
べ
た
人
物
〔
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・

シ
ェ
ヴ
キ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
〕
に
委
ね
ら
れ
た
。
彼
が
そ
れ
以
前
に
も
こ
の
よ

う
な
務
め
を
経
験
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
〇
歳
に
な
り
、
理
解
力
も

増
し
た
自
分
の
生
徒
に
対
し
て
、
く
だ
ん
の
教
師
は
書
道
よ
り
も
作
文
の
勉
強

と
な
す
べ
く
、
例
の
み
ご
と
な
〔
タ
ア
リ
ー
ク
体
の
〕
手
本
を
与
え
た
の
で

あ
っ
た
。
彼
女
は
数
行
に
満
た
な
い
手
本
を
み
な
諳
ん
じ
て
し
ま
い
、
種
々
の

文
章
作
法
を
一
挙
に
習
得
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
上
、
し
ば
ら
く
し

て
、
こ
の
手
本
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
高
ま
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
婦
人
と
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
女
性
と
が
身
に
つ
け
て
い
る
常
識
の
違
い
や
、
外
国
人
の
慣

習
と
本
邦
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
慣
習
と
の
比
較
と
い
っ
た
こ
と
ど
も
も
こ
の

手
本
に
交
じ
り
は
じ
め
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
が
倫
理
学
や
哲
学

の
読
み
物
の
か
た
ち
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る（

31
）。
女
史
が
こ
の
授
業

か
ら
学
知
の
面
で
受
け
た
恩
恵
は
計
り
知
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
が
、
書
字
の

ほ
う
は
ど
う
に
も
性
に
合
わ
な
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
面
で
上
達
す
る
こ
と
は
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な
か
っ
た
。
書
く
内
容
を
す
ば
や
く
走
り
書
き
す
る
こ
と
は
今
も
彼
女
の
習
癖

の
な
せ
る
業
な
の
だ
が
、
彼
女
が
一
人
で
執
筆
し
た
文
章
の
説
明
の
し
か
た
だ

と
か
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
見
解
の
緻
密
さ
は
、
当
時
に
あ
っ
て
さ
え
、
敬
愛
す

る
師
か
ら
愛
で
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
た
い
と
い
う
欲

求
が
兆
し
た
の
も
、
こ
の
一
〇
歳
の
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
こ
ん
に

ち
、
た
い
て
い
の
本
邦
の
男
性
が
話
す
ほ
ど
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
し
、
ほ
と
ん

ど
の
人
よ
り
も
よ
く
理
解
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
習
得
で

き
た
の
か
に
つ
い
て
、
以
前
に
わ
れ
わ
れ
が
お
こ
な
っ
た
質
問
に
応
え
て
、
彼

女
は
以
下
の
よ
う
な
文
章
を
書
い
て
寄
こ
し
て
く
れ
た
。

　
　

 

フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
た
い
と
い
う
欲
求
も
一
〇
歳
の
こ
ろ
に
兆
し
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
こ
の
欲
求
を
お
お
や
け
に
す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
し
ょ

う
か
。
当
時
、
女
子
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ば
せ
る
こ
と
は
、
ま
だ
一
般
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ほ
ん
の
一
、
二
の
家
を
除
い
て
ム
ス
リ
ム
の

家
庭
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
あ
れ
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
で

す
。
私
ど
も
の
家
も
ま
た
、
そ
れ
を
認
め
ぬ
立
場
に
あ
り
ま
し
て
、
た
と

え
ば
母
で
さ
え
私
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
と
が
め
よ
う

も
の
な
ら
―
―
神
よ
、
決
し
て
お
見
せ
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
―
―
私
が
宗
旨

を
変
え
て
し
ま
っ
た
と
で
も
言
わ
ん
ば
か
り
に
事
態
を
重
く
見
て
、
そ
れ

を
阻
止
す
べ
く
、
で
き
る
か
ぎ
り
の
手
を
尽
く
す
に
ち
が
い
な
い
こ
と
は

目
に
見
え
て
お
り
ま
し
た
。
私
ど
も
に
は
、
家
族
の
女
性
の
あ
い
だ
に
も

フ
ラ
ン
ス
語
が
浸
透
し
て
い
た
家
庭
と
お
付
き
合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
家
族
の
二
人
姉
妹
と
親
し
く
会
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
私
は
二
人
が

フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
り
、
絵
画
を
作
成
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
稽
古
し
た

り
す
る
様
子
を
う
ら
や
ま
し
く
眺
め
、
彼
女
た
ち
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

楽
し
く
て
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
か
る
次
第
で
、
フ
ラ
ン
ス
語

を
学
び
た
い
と
い
う
欲
求
が
私
の
胸
中
で
ど
れ
ほ
ど
大
き
く
膨
ら
ん
だ
か

と
申
し
ま
す
と
、
も
は
や
自
分
自
身
で
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
よ

い
の
か
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
す
。
手
に
入
る
フ
ラ
ン

ス
語
の
新
聞
を
期
待
に
満
ち
あ
ふ
れ
な
が
ら
眺
め
、
文
字
の
か
た
ち
を
食

い
入
る
よ
う
に
目
に
焼
き
つ
け
て
は
頭
に
刻
み
つ
け
て
お
り
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
し
て
文
字
の
か
た
ち
を
す
べ
て
覚
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
ら
を
頭
の

な
か
で
一
つ
一
つ
分
類
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、「
ａ（

32」）
の 

文
字
に
似
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
見
つ
け
て
仕
分
け
て
い
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
文
字
が
何
と
い
う
名
前
な
の
か
も
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の

も
の
な
の
か
も
、
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
の
胸
中
に
あ
る
こ
の

欲
求
は
、
あ
た
か
も
一
つ
の
愛
の
ご
と
く
に
達
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
語

の
入ア

ル
フ
ァ
ベ

門
書
を
手
に
す
る
こ
と
が
、
も
は
や
私
に
と
っ
て
は
夜
の
夢
に
さ
え

出
て
く
る
ほ
ど
の
熱
愛
も
同
然
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
私
は
こ
の
願

い
が
叶
わ
な
け
れ
ば
本
当
に
正
気
を
失
っ
て
し
ま
う
も
の
と
思
い
つ
め
、

ま
ま
よ
と
ば
か
り
に
意
を
決
し
て
事
態
を
乳
父
に
打
ち
明
け
ま
し
た
。
だ

れ
に
も
告
げ
ぬ
よ
う
に
と
何
度
も
懇
願
し
て
釘
を
刺
し
、
入
門
書
を
入

手
す
る
よ
う
に
乳
父
を
説
き
伏
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
、
三
日
し
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て
、
彼
は
絵
入
り
の
素
敵
な
入
門
書
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

日
以
来
、
私
は
自
室
に
閉
じ
こ
も
り
、
だ
れ
に
も
見
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
な

が
ら
、
そ
の
本
の
第
一
講
に
じ
っ
く
り
取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
決

し
て
大
げ
さ
だ
と
思
わ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
私
は
四
日
間

ず
っ
と
、
何
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
そ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
に
ら
ん
で
い
た
の

で
す
。
何
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
、
そ
れ
ほ
ど
執
拗
に
が
ん
ば
る
と
は
、
何
と

も
滑
稽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
だ
れ
か
に
文
字
に
つ
い
て

尋
ね
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
の
で
す
。
か
く
も
無
害
な
こ
と
の
た
め
に
、

い
っ
た
い
ど
う
し
て
恐
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
も
こ
れ
も
子

供
時
代
の
な
せ
る
業
な
の
で
す
。
し
ば
ら
く
し
て
、
女ダ

ー
ル
ル
・
ム
ア
ッ
リ
マ
ー
ト

子
師
範
学
校（

33
）の 

女ム
ア
ッ
リ
メ

性
教
師
で
あ
っ
た
レ
フ
ィ
カ
・
ハ
ヌ
ム
が
、
そ
の
こ
ろ
〔
イ
ス
ラ
ー
ム

に
〕
新
規
改
宗
し
、
私
ど
も
の
も
と
に
通
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
御
夫
君
の
今
は
亡
き
サ
ー
ド
ゥ
ク
・
ベ
イ
は
陸メ

ク
テ
ビ
・
ハ
ル
ビ
ー
イ
ェ

軍
士
官
学
校
に
お
勤

め
で
、
ご
自
宅
に
は
週
に
一
度
お
戻
り
に
な
る
だ
け
で
し
た
の
で
、
レ

フ
ィ
カ
先
生
は
私
ど
も
に
ピ
ア
ノ
の
稽
古
を
つ
け
る
べ
く
、
週
に
二
、
三

日
ほ
ど
私
ど
も
の
も
と
で
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
御
方
に
も

心
酔
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
夜
な
夜
な
就
寝
の
時
刻
ま
で
私
の
部
屋
で

一
緒
に
時
を
過
ご
し
た
も
の
で
す
。
そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
、
私
に
は
専

用
の
部
屋
が
あ
り
、
自
分
の
勉
強
机
や
書
棚
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
。
私
ど

も
が
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
あ
い
だ
、
私
は
レ
フ
ィ
カ
先
生
か
ら
折
に

触
れ
て
た
く
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
単
語
を
学
び
ま
し
た
。
思
い
つ
く
か

ぎ
り
の
事
柄
に
対
応
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
を
尋
ね
て
覚
え
た
の
で
す
。
実
は

彼
女
の
母
語
は
英
語
で
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
少
し
し
か
知
ら
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
私
が
尋
ね
た
単
語
を
彼
女
は
教
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
た
く
さ
ん
の
単

語
や
言
い
回
し
を
覚
え
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
読
み
書
き
の
点
で
は
一

文
字
た
り
と
も
知
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
入
手
さ
せ

た
入
門
書
は
、
決
し
て
人
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
放
っ
て
お
か
ず
、
夜
は
自

分
の
引
き
出
し
に
し
ま
っ
て
鍵
を
か
け
て
お
き
ま
し
た
。
製
本
し
な
い
よ

う
に
頼
ん
で
お
い
て
、
昼
間
は
二
つ
折
り
に
し
て
ふ
と
こ
ろ
に
隠
し
て
お

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
に
な
っ
た
と
き
に
は
い
つ
で
も
、
そ
の
本
の

最
初
の
ペ
ー
ジ
を
眺
め
て
い
た
の
で
す
。
か
か
る
次
第
で
、
一
文
字
た
り

と
も
学
ぶ
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
し
た
。
子
供
が
耐
え
忍
ぶ
に
は
あ
ま
り

に
長
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
ど
思
案
し
た
末
、
私
は
つ
い
に
か
く

も
厄
介
な
悩
み
を
レ
フ
ィ
カ
先
生
に
打
ち
明
け
る
決
心
が
つ
い
た
の
で
す

が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
の
秘
密
を
だ
れ
に
も
告
げ
ぬ
よ
う
に
と
固
く
誓

わ
せ
た
後
、
思
い
切
っ
て
打
ち
明
け
ま
し
た
。
は
じ
め
に
レ
フ
ィ
カ
先
生

は
「
何
か
不
都
合
が
あ
り
ま
し
て
？
」
と
言
っ
て
私
の
要
望
に
す
ぐ
に
賛

意
を
示
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
私
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
習
う
娘
た
ち
の
た

め
に
屋
敷
に
異フ

レ
ン
キ人
の
女
性
が
出
入
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
注
意
を

促
し
て
、
こ
れ
に
わ
が
家
は
は
な
は
だ
都
合
が
悪
い
こ
と
を
説
明
し
、
こ

と
の
む
ず
か
し
さ
を
説
い
て
聞
か
せ
ま
し
た
。
レ
フ
ィ
カ
先
生
は
こ
の
差

し
障
り
の
ほ
ど
を
理
解
し
、
ご
自
分
で
私
に
密
か
に
文
字
を
教
え
る
労
を

と
る
と
約
束
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は
こ
と
に
取
り
か
か
り
ま
し
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た
。
主
よ
、
何
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
彼
女
の
教
え
を
私
は
何
と
速
や
か

に
学
ん
だ
こ
と
か
。
人
間
た
る
も
の
、
か
く
も
切
に
望
ん
だ
事
柄
を
ど
れ

ほ
ど
苦
も
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
私
は
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で

実
際
に
体
験
し
た
の
で
す
が
、
か
く
も
ま
ざ
ま
ざ
と
体
験
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
人
も
い
な
い
も
の
と
思
い
ま
す
。
庭
に
私
専
用
の
ブ
ラ
ン
コ
が
あ

り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
上
で
入

門
書
の
勉
強
を
安
心
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
つ
い
に

は
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
降
り
て
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
て
、
あ
る
日
の
こ

と
、
庭
で
勉
強
し
た
後
、
例
の
本
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
ま
う
の
を
忘
れ
て
し

ま
い
、
本
を
手
に
携
え
た
ま
ま
、
い
つ
も
は
人
気
の
な
い
広
間
を
通
り
過

ぎ
よ
う
と
す
る
と
、
父
が
目
の
前
に
現
れ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
主

よ
、
何
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
こ
こ
で
ど
う
せ
よ
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
本
を
ふ
と
こ
ろ
に
し
ま
う
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
腕
を
す
ば

や
く
回
し
て
本
を
長エ

ン
タ
ー
リ衣
の
裳
裾
の
あ
い
だ
に
隠
そ
う
と
し
ま
し
た
。
で

す
が
、
こ
と
は
遅
き
に
失
し
ま
し
た
。
父
は
私
が
も
の
を
隠
そ
う
と
し

て
い
る
の
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
彼
が
私
の
そ
ば
に
や
っ
て
来

て
「
何
か
ね
、
そ
れ
は
？
」
と
質
問
し
た
と
き
、
私
は
彫
像
の
よ
う
に
立

ち
す
く
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
父
は
質
問
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
何
も
返

事
を
す
る
こ
と
な
く
、
私
は
例
の
本
を
取
り
出
し
て
見
せ
ま
し
た
。
そ
れ

を
ど
こ
で
見
つ
け
た
の
か
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
私
は
ま
す
ま
す
動
転
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
の
本
は
私
に
何
の
用
が
あ
り
ま

し
ょ
う
。
も
と
よ
り
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
者
の
も
と
に
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
も
の
な
の
で
す
。
も
は
や
、
す
べ
て
を
白
状
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま

し
た
。
本
の
開
い
た
部
分
は
、
単
音
節
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
で
し

た
。
父
の
言
い
つ
け
に
従
っ
て
、
私
は
そ
れ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
父
は

呆
気
に
と
ら
れ
ま
し
た
。
ど
う
な
る
か
も
わ
か
ら
ず
に
下
さ
れ
る
判
決
を

待
つ
殺
人
犯
の
よ
う
に
、
私
は
彼
の
顔
色
を
じ
っ
と
う
か
が
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
父
は
不
意
に
「
そ
れ
な
ら
、
お
ま
え
に
フ
ラ
ン
ス
語
も
習
わ
せ

て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
信
じ
ら
れ
ぬ

言
葉
が
耳
に
入
っ
て
き
た
の
で
す
。
で
す
が
、
そ
の
父
の
言
い
つ
け
が
本

気
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
翌
日
、
母
が
そ
の
言
い
つ
け
を
必
要
な
筋

に
伝
え
た
こ
と
で
確
か
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
私
ど

も
が
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
感
じ
た
恐
怖
と
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
師
に
任
命
さ
れ
た
人
物

は
、
わ
れ
ら
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
諸
学
校
で
弁
護
士
と
医
師
の
免
状
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
数
々
の
有
益
な
著
作
に
よ
っ
て
も
確
か
な
資
質
を
証
し
た
イ
ル

ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ（

34
）で
あ
る
。
か
か
る
才
子
が
尋
常
な
ら
ざ
る
女

子
生
徒
を
い
か
に
教
授
し
た
か
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
若
干
の
説
明
を
加
え
て
お

か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
く
だ
ん
の
女
史
が
一
〇
歳
の
と
き

か
ら
一
三
歳
に
な
る
ま
で
三
年
以
上
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
授
し
た
か
ら

で
あ
り
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
ほ
う
は
こ
の
授
業
か
ら
単
に
言
語
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
思
考
力
を
伸
ば
す
点
で
も
た
い
へ
ん
大
き
な
学
恩
を
受
け
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た
か
ら
で
あ
る
。

　

イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
く
だ
ん
の
女
子
生
徒
が
修
得 

し
た
勉
学
の
水
準
を
把
握
し
た
後
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
音
読
と
作
文
の
授
業
を
同

時
に
始
め
た
と
い
う
。
当
人
は
高
等
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
毎
晩
ジ
ェ
ヴ
デ

ト
・
パ
シ
ャ
の
お
屋
敷
の
部
屋
に
や
っ
て
来
た
の
で
、
授
業
な
し
で
済
ま
せ
る 

夜
は
な
か
っ
た
。
読
み
書
き
が
少
し
上
達
し
て
く
る
と
、
シ
ャ
プ
サ
ル
の
文
法

書
の
縮
刷
版（

35
）の
勉
強
に
取
り
か
か
っ
た
の
だ
が
、
勉
強
の
最
も
重
要
な
面
は
動

詞
の
活
用
に
あ
っ
た
の
で
、
努
力
の
大
部
分
も
そ
こ
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
。
続
い

て
「
カ
ル
フ
ァ
」
と
通
称
さ
れ
る
ポ
ケ
ッ
ト
版
辞
書
を
用
い
て（

36
）、『
子
供
の
鏡
』

（M
iroir des enfants

）
と
い
う
名
の
児
童
向
け
読
本
か
ら
さ
さ
や
か
な
翻
訳

を
お
こ
な
う
時
間
が
設
け
ら
れ
た
。
翻
訳
に
は
、
た
い
へ
ん
う
ま
い
方
法
が
採

ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
に
授
業
の
な
か
で
、
生
徒
の
知
ら

な
い
単
語
が
ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う
と
も
全
文
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
つ
ぎ
に
、

そ
の
書
付
を
生
徒
が
暗
誦
す
る
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
部
分

を
文
法
で
学
ん
だ
規
則
に
照
ら
し
て
解
釈
し
、
翻
訳
を
作
成
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
意
欲
的
な
生
徒
に
ど
れ
ほ
ど
授
業
を
お
こ
な
お
う
と
も
彼
女
は
た
ゆ
ま

ず
学
ん
だ
の
で
、
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
授
業
を
一
日
二
回

に
増
や
し
た
が
、
彼
女
が
た
い
へ
ん
速
や
か
に
上
達
し
て
い
く
さ
ま
に
は
彼
も

驚
き
を
禁
じ
え
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
教
師
は
文
法
論
や
構
文
論
の
規

則
を
し
っ
か
り
叩
き
込
ん
だ
ば
か
り
か
、
応
用
問
題
の
演
習
に
あ
た
っ
て
も
た

い
へ
ん
気
を
配
っ
た
の
で
、
四
、
五
カ
月
の
う
ち
に
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女

史
は
あ
れ
こ
れ
の
言
い
回
し
を
諳
ん
じ
は
じ
め
、
い
く
つ
か
の
短
く
て
理
解
の

容
易
な
読
み
物
を
、
手
元
の
辞
書
を
頼
り
に
自
分
自
身
で
翻
訳
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
一
一
歳
の
子
供
に
し
て
、
か
ほ
ど
の
学
習
水
準
に
達
す
れ
ば

言
う
こ
と
な
し
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
ろ
、
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
の
お
屋
敷
に
数
人
の
学メ

ク
テ
プ
リ

校
出
の
人
士
が

足
し
げ
く
出
入
り
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
二
人
は
、
今
は
亡
き
パ

シ
ャ
が
ボ
ス
ニ
ア
か
ら
連
れ
て
き
て
陸
軍
士
官
学
校
に
通
わ
せ
た
人
び
と
で
あ

り
、
休
暇
中
の
夜
は
邸
内
で
過
ご
し
て
い
た
と
い
う（

37
）。
や
が
て
将
校
に
な
っ
て

か
ら
も
彼
ら
は
屋
敷
通
い
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
進
取
の
気
性
に
任
せ
て
大
概

の
会
話
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
お
こ
な
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い 

か
ん
せ
ん
彼
ら
が
繰
り
出
す
フ
ラ
ン
ス
語
に
は
誤
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
イ 

ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が
正
そ
う
と
努
め
る
た
び
に
、
彼
ら
は
感

謝
す
る
ど
こ
ろ
か
憤
激
し
た
と
い
う
。
つ
い
に
あ
る
日
、
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ

ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
彼
ら
に
身
の
ほ
ど
を
わ
き
ま
え
さ
せ
る
べ
く
、
フ
ァ
ト

マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
を
呼
び
、
彼
ら
が
話
す
い
く
つ
か
の
文
を
告
げ
て
、
ど 

の
あ
た
り
に
ま
ち
が
い
が
あ
る
か
尋
ね
た
。
彼
女
が
文
法
に
即
し
て
訂
正
し 

て
や
る
と
、
彼
ら
は
激
昂
し
、
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
と
の
議

論
は
口
論
の
域
に
達
し
て
し
ま
っ
た
。
子
供
は
怖
が
っ
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
そ

う
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
が
そ
の
よ
う
に
し
て
緒
に
就
い
た
後
、
教
授
の
技
能
に
お
け
る

知
見
に
申
し
分
の
な
か
っ
た
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
オ
ス

マ
ン
語
で
い
く
つ
か
の
文
章
や
物
語
を
書
き
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
せ
よ
う

と
生
徒
に
渡
す
よ
う
に
な
っ
た
。
当
初
、
こ
の
翻
訳
作
業
は
ア
リ
イ
ェ
女
史
に
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は
い
さ
さ
か
む
ず
か
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
短
期
間
で
努
力
と
熱
意
を
傾

け
、
そ
れ
も
難
な
く
こ
な
す
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
イ
ル
ヤ

ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
教
授
は
、
た
だ
フ
ラ
ン
ス
語
だ
け
に
留
ま
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
生
徒
に
ア
ラ
ビ
ア
語
の
新
聞
の
一
部
を
読
ま
せ
て

翻
訳
さ
せ
る
と
と
も
に
、
彼
が
修
得
し
た
諸
学
問
の
な
か
で
、
こ
の
一
一
歳
の

少
女
に
教
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
多
く
の
雑
多
な
情
報
を
、
そ
の
若
い
頭
脳
に
叩

き
込
ん
だ
と
い
う
。
今
は
亡
き
ホ
ジ
ャ
・
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
や

シ
ェ
フ
ィ
ク
〔
マ
マ
、
シ
ェ
ヴ
キ
？
〕・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
よ
う
に
有
能
な
教

師
た
ち
が
耕
し
た
彼
女
の
頭
脳
に
、
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が

播
種
し
た
叡
智
の
花
は
、
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
こ
う
し
て
ま
だ
一
一
歳
だ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
、

女
子
師
範
学
校
を
次
席
で
卒
業
し
た
女
性
が
、〔
ア
ラ
ビ
ア
語
の
〕
語
形
変
化
表 

と
『
ヴ
ェ
フ
ビ
ー
辞
典（

38
）』
の
教
授
の
た
め
に
、
わ
れ
ら
が
勤
勉
な
る
生
徒
の 

女
性
教
師
に
任
命
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
女
性
教
師
と
女ミ
ュ
テ
ア
ッ
リ
メ

子
生
徒
と
の

あ
い
だ
に
意
見
の
一
致
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、

女
先
生
が
生
徒
ほ
ど
に
文
章
を
書
け
ず
、
オ
ス
マ
ン
語
文
法
を
生
徒
ほ
ど
に

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
生
徒
は
地
理
学
や
地
質
学
や
天
文
学
に

つ
い
て
語
る
の
だ
が
、
女
先
生
は
こ
う
し
た
諸
学
に
は
素
人
で
あ
っ
た
。
生
徒

は
『
テ
レ
マ
ッ
ク
』
の
翻
訳（

39
）を
読
ん
で
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ペ
ル
シ
ア
語
の
単
語
の

意
味
を
解
き
明
か
し
、
さ
ら
に
は
自
分
で
書
い
た
も
の
の
な
か
で
そ
れ
ら
の
単

語
を
使
い
こ
な
し
て
も
い
た
の
だ
が
、
女
先
生
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど

知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
生
徒
は
言
い
つ
け
に
従
わ
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
の
で
、
女
先
生
が
与
え
た
『
ヴ
ェ
フ
ビ
ー
辞
典
』
と
語
形
変
化
表

を
覚
え
る
こ
と
も
怠
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
教
授
も
長
く
は
続
か
な
か
っ

た
。
こ
の
女
先
生
の
代
わ
り
に
イ
ス
ケ
ン
デ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
と
い
う
名
の

イ
ラ
ン
人
が
連
れ
て
こ
ら
れ
、
女
史
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
面
で
の
向
上
が
期
待
さ

れ
た
の
だ
が
、
ど
う
し
た
わ
け
か
子
供
は
こ
の
人
物
を
怖
が
っ
て
し
ま
い
、
授

業
か
ら
何
も
得
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
男
は
誠
実
な
人
間
で

あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
し
ば
ら
く
し
て
教
授
を
あ
き
ら
め
、
身
を
退
い
た
か

ら
で
あ
る
。

　

ア
リ
イ
ェ
女
史
が
こ
う
し
て
一
一
歳
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
教
師
の
な
か
に
、
こ

の
浅
学
菲
才
の
筆
者
た
る
小
生
が
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
み
な
驚
か
れ
る

だ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
事
態
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
も
驚
き
に
値
す
る

珍
事
に
数
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
点
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
説
明
を
受
け
て

し
ま
え
ば
、
そ
こ
に
は
何
の
不
思
議
も
な
い
。
け
だ
し
、
そ
の
説
明
も
た
い
へ

ん
愉
快
な
か
た
ち
で
明
る
み
に
出
た
。

　

す
な
わ
ち
、
ア
リ
イ
ェ
女
史
と
私
と
の
あ
い
だ
に
結
ば
れ
、
今
は
亡
き
御
父

君
〔
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
〕
も
了
承
し
て
く
だ
さ
っ
た
心
の
父
娘
関
係
が
誕

生
し
た
経
緯
に
つ
い
て
交
わ
さ
れ
た
手
紙
の
や
り
取
り
の
な
か
で
、
く
だ
ん
の

女
史
は
た
い
へ
ん
賢
明
な
か
た
ち
で
言
明
し
て
い
る
の
だ
が
、
心
の
父
娘
関
係

の
重
要
性
が
実
の
父
子
関
係
に
劣
る
こ
と
な
ど
断
じ
て
な
い
。
実
の
両
親
が
人

間
を
物
質
的
存
在
の
世
界
に
い
ざ
な
う
仲
立
ち
を
し
て
く
れ
る
と
す
れ
ば
、
心

の
父
親
と
は
さ
し
ず
め
精
神
的
存
在
の
世
界
に
い
ざ
な
う
仲
立
ち
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
当
人
の
精
神
的
存
在
に
と
っ
て
最
大
の
貢
献
を
な
し
た
の
は
、
ど
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う
や
ら
こ
の
菲
才
な
る
小
生
の
よ
う
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
女
は
一
〇

歳
の
と
き
か
ら
私
の
拙
い
著
作
を
読
み
は
じ
め
、
読
ん
だ
こ
と
を
み
な
胸
底
に

し
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
彼
女
は
ご
自
身
の
筆
で
以
下
の

よ
う
に
描
述
し
て
い
る
。

　
　

 

兄
は
自
分
用
の
た
く
さ
ん
の
本
の
一
部
を
私
に
く
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

な
か
に
は
、
貴
方
の
「
娯
楽
物
語
集（

40
）」
も
あ
り
ま
し
た
。
読
ん
で
み
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
私
が
そ
の
と
き
ま
で
読
ん
だ
も
の
と
は
別
種
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
私
の
頭
を
疲
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
理
解
で

き
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。『
千
夜
物
語
』
や
『
千
日
物
語（

41
）』
な
ど
と
は

別
物
で
す
。『
七
人
像（

42
）』
と
呼
ば
れ
る
物
語
に
も
似
て
い
ま
せ
ん
。「
娯
楽

物
語
集
」
は
私
の
思
考
に
疲
れ
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
甘
美
な
影
響
を

与
え
、
愉
悦
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
す
。
当
時
、
私
は
作
文
の
練
習

と
し
て
親
類
の
男
性
の
一
人
に
『
テ
レ
マ
ッ
ク
』
の
翻
訳
を
教
え
て
も

ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
一
頭
の
鹿
の
頭
を
洞
穴
か
ら
引
き
出
す
こ
と
を

説
明
す
べ
く
何
行
も
埋
め
尽
く
さ
れ
た
言
葉
か
ら
意
味
を
取
り
出
す
こ
と

に
努
め
る
煩
わ
し
さ
と
、「
娯
楽
物
語
集
」
の
叙
述
形
態
に
宿
る
明
快
さ

や
痛
快
さ
か
ら
生
じ
る
楽
し
み
と
を
、
ま
だ
一
一
歳
の
子
供
と
は
い
え
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
私
は
「
娯
楽
物
語
集
」
の
一
冊

を
乳
父
に
見
せ
、
こ
れ
を
書
い
た
作
者
の
著
書
を
ね
だ
り
ま
し
た
。
彼
は

は
じ
め
に
『
最
初
の
教
師（

43
）』
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
私
が
こ
れ
を

ど
れ
ほ
ど
気
に
入
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
そ
こ
に
収
載
さ
れ
た
幾
何
学

の
図
形
を
自
分
で
が
ん
ば
っ
て
描
い
て
い
た
ほ
ど
で
す
。
当
時
、
私
は
幾

何
学
な
ど
何
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
読
ん
だ
種
々
の
教

科
書
と
こ
の
本
の
内
容
と
が
別
物
で
あ
る
こ
と
は
た
だ
ち
に
理
解
し
ま
し

た
。
つ
ぎ
に
『
船
乗
り
ハ
サ
ン（

44
）』
を
読
み
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
が
ま
っ
た

く
別
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
生
じ
る

喜
怒
哀
楽
の
感
情
は
、
そ
の
本
を
読
み
終
え
て
か
ら
も
消
え
る
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
小ロ

マ
ン説

の
な
か
の
出
来
事
が
何
カ
月
も

私
の
眼
前
を
離
れ
ず
、
登
場
人
物
が
私
の
目
の
前
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
〔『
船
乗
り
ハ
サ
ン
』
の
翻
案
元
と
さ
れ
る
〕『
モ

ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』
も
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
こ
れ
ほ
ど
の

楽
し
み
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト

伯
』
の
刑
場
の
章
が
た
い
へ
ん
な
恐
怖
を
与
え
た
の
で
、
そ
の
恐
怖
が
よ

み
が
え
ら
ぬ
よ
う
に
と
の
思
い
か
ら
、
小
説
自
体
も
覚
え
ぬ
よ
う
に
し
て

い
た
の
で
す
。『
船
乗
り
ハ
サ
ン
』
の
ほ
う
は
ず
っ
と
覚
え
て
い
て
、
お

気
に
入
り
の
賢
者
た
ち
に
つ
い
て
語
っ
て
聞
か
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、『
船
乗
り
ハ
サ
ン
』
の
著
者
が
書
い
た
本
な
ら
何
で
あ
れ
、

そ
れ
を
入
手
し
て
も
ら
っ
て
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
熱
中

す
る
あ
ま
り
、
食
事
を
と
っ
た
り
睡
眠
を
と
っ
た
り
す
る
こ
と
す
ら
厭
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
な
か
は
減
ら
ず
、
眠
く
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
も
と
も
と
読
書
に
没
頭
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
そ
れ
ら
の
小
説
に
没
頭
す
る
こ
と
は
病
的
な
域
に
達
し
て
い
た
と

言
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
し
た
。
た
だ
『
こ
の
世
に
二
度
生
ま
れ
て（

45
）』
と
い
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う
小
説
だ
け
は
、
さ
ほ
ど
好
き
に
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
対
に
『
ラ
ー

ク
ム
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ（

46
）』
と
い
う
小
説
は
、
ほ
か
に
比
べ
よ
う
も
な
い

ほ
ど
卓
越
し
て
お
り
ま
し
た
。
で
す
が
、「
万
国
史（

47
）」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ

名
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
歴
史
書
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
私
の
勉
学
は
ま
っ

た
く
別
の
か
た
ち
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
に
は
こ
の
世
の
過
去

現
在
の
様
子
を
学
び
た
い
と
い
う
素
志
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
な
、
あ
れ
ほ
ど
輝
か
し
き
進
歩
に
よ
っ
て
、
私
だ
け
で
な
く
す

べ
て
の
人
び
と
の
注
目
を
集
め
て
い
る
大
陸
に
あ
る
国
々
の
簡
略
な
通
史

を
目
に
し
て
、
そ
れ
ら
を
両
の
腕
に
抱
き
し
め
な
く
し
て
何
と
し
ま
し
ょ

う
。「
こ
れ
を
読
め
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
つ
い
て
聞
い
た
り
学
ん
だ
り
し

た
こ
と
を
正
し
た
り
補
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
思
い
で
、
私

が
そ
れ
に
か
じ
り
つ
い
た
愛
情
と
意
欲
と
き
た
ら
、
説
明
す
る
言
葉
も
な

い
ほ
ど
で
す
。
つ
い
に
は
『
ク
ル
ク
・
ア
ン
バ
ル（

48
）』
を
も
読
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
主
よ
、
何
た
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
何
な
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
っ
た
く
の
別
世
界
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
考
察
し
た

り
す
れ
ば
、
た
い
へ
ん
長
く
遠
く
に
及
び
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
内
容

が
私
を
長
き
に
わ
た
り
惹
き
つ
け
た
か
ら
で
す
。

　

か
く
て
〔
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
〕
一
二
九
二
年
〔
西
暦
一
八
七
五
年
〕、
つ
ま
り

一
三
歳
ま
で
の
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
経
歴
の
概
要
と
勉
学
の
様
子
は
以
上
の
ご
と

く
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
、
急
に
ヤ
ン
ヤ（

49
）行
き
が
出
来
し
た
た
め
、
千
人
に

一
人
の
幸
運
な
児
童
に
も
め
ぐ
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
、
か
く
も
充
実
し
た
勉
学

は
、
く
だ
ん
の
行
旅
ゆ
え
に
中
断
の
憂
き
目
に
遭
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

年
、
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
は
ヤ
ン
ヤ
州
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
一

族
郎
党
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
残
し
た
ま
ま
、
単
身
で
ヤ
ン
ヤ
に
赴
い
た
。
こ
の

別
離
は
ア
リ
イ
ェ
女
史
を
た
い
へ
ん
悲
し
ま
せ
、
彼
女
は
た
い
そ
う
泣
い
た
と

い
う
。
だ
が
、
泣
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
だ
れ
か
に
見
ら
れ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
の

で
、
人
目
に
付
か
ぬ
場
所
に
引
き
こ
も
り
、
一
人
で
泣
い
て
い
た
そ
う
で
あ

る
。
つ
い
に
は
胸
中
の
悲
し
み
を
御
父
君
に
密
か
に
伝
え
る
べ
く
、
フ
ラ
ン
ス

語
で
手
紙
を
書
い
た
。
こ
の
件
が
露
見
す
る
や
、
そ
の
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
語
の

手
紙
を
書
け
る
ほ
ど
の
力
が
女
史
に
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ご
母

堂
は
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
を
奥
向
き
の
門
口
に
呼
び
つ
け
、

事
情
を
問
い
た
だ
し
た
。
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
こ
の
手

紙
が
ア
リ
イ
ェ
女
史
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
決
し
て
悪

い
出
来
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
述
べ
る
と
と
も
に
、「
お
望
み
と
あ
ら
ば
、
奥

様
が
ト
ル
コ
語
で
何
か
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
が
そ
れ
を
紙
に
書

き
留
め
、
ア
リ
イ
ェ
お
嬢
様
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
せ
て
ご
覧
に
入
れ
ま

し
ょ
う
」
と
言
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
手
紙
は
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
に
送
ら
れ

た
。
そ
の
後
、
郵
便
を
通
し
て
彼
女
の
ご
尊
父
か
ら
ご
母
堂
に
届
い
た
手
紙
に

は
、
い
く
つ
も
の
喝
采
や
祝
禱
や
称
賛
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

れ
か
ら
六
カ
月
後
、
今
は
亡
き
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
は
一
族
郎
党
を
ヤ
ン
ヤ

に
引
き
取
り
た
い
と
望
ん
だ
の
で
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
進
ん
で
い
た
フ
ラ
ン
ス

語
の
授
業
や
そ
の
他
の
勉
学
は
中
断
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ア
リ
イ
ェ
女
史
は
ヤ
ン
ヤ
行
き
の
こ
と
を
、
あ
る
手
紙
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
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う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
　

 

春
の
季
節
の
こ
と
で
す
が
、
私
ど
も
は
ト
リ
エ
ス
テ
郵
船
で
イ
ス
タ
ン
ブ

ル
を
出
立
し
ま
し
た
。
兄
も
私
ど
も
と
一
緒
で
し
た
。
ト
リ
エ
ス
テ
郵
船

の
旅
客
は
全
員
外
国
人
で
し
て
、
汽
船
の
客カ

マ

ロ

ッ

ト

室
乗
務
員
や
高
級
船
員
の
だ

れ
一
人
と
し
て
ト
ル
コ
語
を
解
す
る
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
し
か
に

女
性
の
客
室
乗
務
員
が
一
人
お
り
ま
し
た
が
、
彼
女
も
ト
ル
コ
語
を
解
さ

な
か
っ
た
の
で
、
私
ど
も
の
一
族
郎
党
は
だ
れ
に
も
意
思
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
ど
も
の
フ
ラ
ン
ス
語
が
役
に

立
っ
た
の
で
す
。
母
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
必
要
性
を
悟
っ
た
の
も
、
こ
の
と

き
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
彼
女
の
通
訳
を
買
っ
て
出
ま
し
た
。
こ
の
お
手

伝
い
は
母
に
た
い
へ
ん
気
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
が
搭
乗
し
た
汽
船

は
ロ
イ
ド
社
の
エ
ス
ペ
ロ
（İspiro

）
号
で
し
て
、
そ
れ
に
乗
っ
て
コ
ル

フ
島（

50
）ま
で
参
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
船
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。
町
に
寄
港

す
る
た
び
に
、
私
は
未
知
の
も
の
を
新
た
に
学
ぶ
か
の
よ
う
に
胸
躍
っ
た

も
の
で
す
。

　

女
子
に
外
国
語
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
今
も
な

お
解
決
を
見
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
必
要
を
認
め
る
者
は
認
め
な
い
者
に
比

し
て
ご
く
わ
ず
か
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
考
え
て
も
み
よ
。
こ
ん
に
ち
フ
ラ
ン

ス
語
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
さ
ら
に
は
ロ
シ
ア
語
の
う
ち
一
つ
を
男
子
に
身
に

つ
け
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
と
必
要
性
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
本
邦
の

諸
学
校
の
授
業
計
画
に
も
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
今
か
ら
三
〇
～

三
五
年
前
に
は
、
こ
の
問
題
に
も
厳
し
い
反
対
意
見
が
あ
っ
た
。
先
見
の
明
の

あ
る
人
び
と
は
そ
れ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
本
邦
の
フ
ラ
ン
ス
語
教
育

の
た
め
に
保
護
者
た
ち
を
い
ざ
な
い
、〔
保
護
者
た
ち
は
〕
そ
の
い
ざ
な
い
に

し
ぶ
し
ぶ
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

け
だ
し
、
最
も
経
験
豊
か
で
真
偽
を
わ
き
ま
え
、
か
つ
最
大
の
説
得
力
を
有

す
る
も
の
は
時ザ

マ
ン間

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
時
間
は
極
め
て
辛
抱
強
く
慎
重
に
、
し

か
も
着
実
か
つ
持
続
的
に
、
た
く
さ
ん
の
真
実
に
つ
い
て
人
間
の
思
考
を
説
得

し
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
成
果
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
機
軸
の
な
か
に
見
て

い
る
物
質
的
進
歩
に
参
入
す
る
す
べ
が
、
言
語
の
習
得
を
措
い
て
ほ
か
に
な
い

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
目
に
も
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
、
女
子

児
童
に
外
国
語
を
習
得
さ
せ
る
必
要
を
証
す
る
に
あ
た
り
、
本
邦
で
は
、
ギ
リ

シ
ア
正
教
徒
や
ア
ル
メ
ニ
ア
教
会
信
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
女
子
児
童
に
お
お
む

ね
外
国
語
教
育
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
り
、
公
人
た
る

大
官
の
家
族
が
外
国
の
公
人
た
ち
と
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
り
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
や
り
方
で
ど
れ
ほ
ど
長
広
舌
を
ふ

る
お
う
と
も
、
女
性
が
外
国
語
を
学
ぶ
必
要
を
認
め
な
い
人
び
と
の
見
解
を
改

め
る
可
能
性
は
見
出
し
が
た
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
必
要
を
認
め
る
本
邦
の
上

流
人
士
も
少
な
く
な
い
。
こ
ん
に
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
八
〇
か
ら
一
〇
〇
ほ
ど
の

ム
ス
リ
ム
の
上
流
家
庭
を
知
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
女
子
児
童
に
も
外
国
語
を

学
習
さ
せ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
は
極
め
て
適
切
に
ふ

る
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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コ
ル
フ
島
か
ら
ヤ
ン
ヤ
ま
で
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
の
ご
家
族
が
お
こ
な
っ

た
旅
行
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
補
足
し
て
お
こ
う
。
当
時
、
今
は
亡
き
パ

シ
ャ
は
州
内
の
巡
察
に
出
か
け
て
い
た
の
だ
が
、
一
族
郎
党
が
コ
ル
フ
島
に

や
っ
て
来
た
と
の
報
せ
を
受
け
る
と
、
州
の
管
理
下
に
あ
る
官
有
汽
船
で
み
ず

か
ら
コ
ル
フ
島
に
渡
り
、
妻
子
を
出
迎
え
た
そ
う
で
あ
る
。
別
離
ゆ
え
に
あ
れ

ほ
ど
彼
女
が
悲
し
ん
だ
父
と
、
こ
の
た
び
再
会
が
叶
っ
た
こ
と
で
、
ア
リ
イ
ェ

女
史
が
ど
れ
ほ
ど
喜
ん
だ
か
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
一
家
の
今
回
の
行
旅
は
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
を
長
期
間

留
守
に
す
る
こ
と
を
強
い
は
し
な
か
っ
た
。〔
家
族
が
到
着
し
て
か
ら
〕
ひ
と

月
ほ
ど
の
時
が
経
過
す
る
か
し
な
い
う
ち
に
、
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
公
教

育
大
臣
に
任
命
さ
れ
る
と
、
一
斉
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
引
き
上
げ
た
か
ら
で
あ

る
。〔
往
路
の
〕
汽
船
で
見
ら
れ
た
光
景
と
し
て
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女

史
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
会
話
に
長
け
て
い
る
こ
と
が
御
父
君
に
も
伝
え
ら
れ
、
彼

は
た
い
へ
ん
ご
満
悦
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
帰
途
、
コ
ル
フ
島
で
表
敬
訪

問
の
た
め
に
や
っ
て
来
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
領
事
と
フ
ラ
ン
ス
語
で
会
話
を
お

こ
な
わ
せ
、
船
中
で
も
ほ
か
の
旅
客
と
〔
フ
ラ
ン
ス
語
で
〕
会
話
を
さ
せ
て
、

む
ろ
ん
御
父
君
は
い
っ
そ
う
満
足
な
さ
っ
た
。

　

ヤ
ン
ヤ
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
、
今
度
は
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ

ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が
帰
郷
の
た
め
に
ベ
イ
ル
ー
ト
に
行
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ

は
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
を
長
き
に
わ
た
り
滞
ら

せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
が

ベ
イ
ル
ー
ト
か
ら
戻
っ
て
き
て
授
業
を
再
開
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
彼
は

自
分
の
生
徒
が
そ
の
と
き
ま
で
に
習
得
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
し
た
。
だ
が
、
は
じ
め
に
実
施
し
た
確
認
テ
ス
ト
で
見
ら

れ
た
予
想
以
上
の
結
果
は
、
彼
を
驚
愕
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ど
う
や
ら
、

こ
の
中
断
期
間
中
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
は
ジ
ェ
ッ
ザ
ー
ル
・
ア
フ
メ

ト
・
パ
シ
ャ
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
と
の
戦
闘（

51
）を
描
い
た
戯
曲
を
入
手

し
、
く
だ
ん
の
女
史
は
み
な
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
や
り
方
で
、
ま
ず
は
知
ら
な

い
単
語
を
辞
書
で
調
べ
、
半
分
以
上
を
訳
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
教
師
の
イ

ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
こ
の
努
力
の
成
果
を
見
て
驚
き
、
か

つ
満
足
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
教
育
係
と
し
て
数
名
の
優
秀
な
人
物
が
任
命

さ
れ
た
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
上
記
の
と
お
り
見
て
き
た
が
、
彼
女
自
身
と
の

あ
い
だ
に
交
わ
さ
れ
た
頻
繁
か
つ
長
き
に
わ
た
る
手
紙
の
や
り
取
り
の
結
果
か

ら
察
す
る
に
、
い
ず
れ
の
授
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
も
、
教
師
た
ち
は
一
人

の
女
児
、
そ
れ
も
今
か
ら
二
〇
年
も
前
の
時
代
の
女
児
が
本
格
的
に
授
業
を
受

け
て
学
習
す
る
な
ど
期
す
べ
く
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
実
際
の
授
業
も
確
た
る

結
果
を
残
そ
う
と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
ぱ
ら
実
験
の
つ
も
り
で
お
こ
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
ば
イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン

デ
ィ
の
よ
う
な
真
に
聡
明
で
優
秀
な
教
師
で
さ
え
、
そ
の
素
質
を
見
込
ん
だ
生

徒
の
た
め
に
、
目
標
を
達
成
す
べ
く
必
要
と
な
る
教
材
を
注
文
し
て
調
達
す
べ

き
と
こ
ろ
、
そ
の
と
き
字
引
と
し
て
ア
リ
イ
ェ
女
史
の
手
元
に
は
「
カ
ル
フ
ァ

の
辞
典
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
た
簡
便
な
辞

デ
ィ
ク
ス
ィ
ヨ
ネ
ル
書
の
ほ
か
に
字
引
が

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
次
第
で
、
い
っ
そ
う
し
っ
か
り
し
た
フ
ラ
ン
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ス
語
の
辞
書
を
入
手
し
た
様
子
を
ア
リ
イ
ェ
女
史
が
手
紙
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
物
語
っ
て
い
る
か
、
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

 

フ
ラ
ン
ス
語
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
に
貴
方
に
ご
説
明
し

た
二
人
姉
妹
が
お
り
ま
し
た
ね
。
あ
る
日
、
私
ど
も
は
彼
女
ら
の
別キ

ョ
シ
ュ
ク荘
に

お
泊
り
に
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
人
姉
妹
の
年
齢
は
、
た
が
い
に
一
つ

ず
つ
離
れ
て
い
ま
し
た
。
姉
の
ほ
う
は
私
よ
り
も
二
つ
上
、
妹
の
ほ
う
は

一
つ
上
で
し
た
。
そ
の
日
、
私
ど
も
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

ま
し
た
。
妹
の
ほ
う
が
「
じ
ゃ
あ
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
本
を
読
み
ま
し
ょ
う

よ
」
と
言
っ
て
『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ー
ス
物
語（

52
）』
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
読
み
は
じ
め
ま
し
た
。
初
見
で
知
ら
な
い
単
語
〔
の
意
味
〕
を
探

る
べ
く
、
彼
女
は
手
を
伸
ば
し
て
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
た
大
き
な
本
を

取
り
ま
し
た
。
そ
の
本
は
ビ
ア
ン
キ
の
辞
書
で
し
た（

53
）。
私
た
ち
が
探
し
て

い
た
単
語
は
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
本
の
詳
細
を
目
に
す
る
や
、
私

は
す
っ
か
り
感
じ
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
単
語
の
意
味
を
か
く
も
完
璧

か
つ
詳
細
に
解
説
す
る
よ
う
な
本
が
見
つ
か
ろ
う
と
は
思
い
も
し
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。
好
奇
心
が
炎
の
ご
と
く
胸
中
に
広
が
り
ま
し
た
が
、
私
は

少
し
も
顔
色
に
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
お
く
び
に

も
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
た
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の

単
語
に
目
を
や
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
は
そ
の
本
に
じ
っ
く
り
目
を
通

し
た
の
で
す
。
そ
の
後
、
私
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
も
読
み
は
じ
め

ま
し
た
。
知
ら
な
い
国
の
名
前
が
出
て
き
た
の
で
、
彼
女
は
ま
た
も
や
そ

の
本
と
同
じ
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
た
本
を
取
っ
て
眺
め
ま
し
た
。
私
は

つ
い
に
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
そ
れ
は
何
か
と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
彼
女

が
し
て
く
れ
た
説
明
か
ら
理
解
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
書
物
は
四
巻
本
で

あ
り
、
二
冊
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
ト
ル
コ
語
で
、
も
う
二
冊
は
ト
ル
コ
語
を

フ
ラ
ン
ス
語
で
解
説
し
た
辞
書
だ
っ
た
の
で
す
。「
ト
ル
コ
語
を
フ
ラ
ン

ス
語
で
」
と
い
う
言
葉
は
私
の
興
味
を
い
た
く
刺
激
し
ま
し
た
。
ト
ル
コ

語
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
、
で
す
っ
て
！　

と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
本

が
手
元
に
あ
れ
ば
、
ト
ル
コ
語
で
書
い
た
も
の
を
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
す

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強

を
進
め
る
た
め
に
我
を
忘
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
私
の
悲
願
を
、
こ
う

し
て
そ
の
四
巻
本
の
書
物
が
叶
え
て
く
れ
る
の
で
す
。
読
書
に
勤
し
む
こ

と
を
終
え
た
後
、
お
友
達
の
女
の
子
が
「
さ
あ
、
お
庭
に
出
て
お
散
歩
し

ま
し
ょ
う
」
と
言
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
た
本
か

ら
離
れ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、
本
へ
の
執
着
を
表
に
出

す
こ
と
は
私
の
自
尊
心
が
許
さ
な
か
っ
た
の
で
、
お
誘
い
に
応
じ
て
庭
に

行
き
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
私
を
も
て
な
す
つ
も
り
で
、
彼
女
は
た
い
へ
ん
お

い
し
い
ブ
ド
ウ
を
も
い
で
く
れ
る
の
で
す
が
、
一
つ
一
つ
の
ブ
ド
ウ
の
粒

が
そ
れ
こ
そ
リ
ン
ゴ
の
よ
う
に
大
き
く
感
じ
ら
れ
、
な
か
な
か
喉
を
通
ら

な
か
っ
た
も
の
で
す
。
私
の
気
持
ち
は
、
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
た
本
に

あ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
嗚
呼
、
そ
の
本
と
私
を
部
屋
に
閉
じ
込
め
て
く
れ

れ
ば
、
好
き
な
だ
け
そ
れ
を
眺
め
て
い
ら
れ
る
で
し
ょ
う
に
。
翌
日
、
私

ど
も
は
自
分
た
ち
の
別
邸
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
の
心
は
こ
こ
に
あ
ら
ず
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と
い
っ
た
有
様
で
し
た
。
頭
の
な
か
も
胸
の
内
も
、
ビ
ア
ン
キ
の
本
に
つ

い
て
の
夢
想
、
ビ
ア
ン
キ
の
本
が
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
満
た
さ
れ
た

ま
ま
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
四
巻
で
八

リ
ラ
だ
と
い
い
ま
す（

54
）。
八
リ
ラ
！　

何
と
途
方
も
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
着
の
衣
服
を
作
る
た
め
に
私
が
少
し
で
も
無
心
す
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
よ

う
も
の
な
ら
、
そ
れ
以
上
の
金
銭
が
支
払
わ
れ
る
も
の
な
の
で
す
が
、
異

国
の
言
葉
の
本
の
た
め
に
八
リ
ラ
も
く
れ
な
ど
と
、
保
母
を
ど
の
よ
う
に

説
得
せ
よ
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
彼
女
ら
は
私
が
フ
ラ
ン
ス
語
を
勉
強

す
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
関
す
る
書
物
に
手
を
触

れ
る
こ
と
さ
え
望
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
保
母
の
も
と
に
預
け
ら
れ

て
い
る
金
銭
は
私
自
身
の
金
銭
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
が
指
図

す
れ
ば
使
え
る
は
ず
な
の
で
す
。
で
す
が
、
そ
の
と
き
ま
で
私
は
保
母
に

命
令
口
調
で
も
の
を
言
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
だ
し
、
保

母
と
は
教
師
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
保
母
た
ち
の
な
か

に
は
し
つ
け
を
任
さ
れ
た
子
供
を
打
擲
す
る
者
さ
え
い
る
そ
う
で
す
。
私

は
保
母
か
ら
そ
の
よ
う
な
仕
打
ち
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
悲
願
を
果
た
す
た
め
に
駄
々
を
こ
ね
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
要
す
る
に
、
保
母
に
も
、
母
に
も
、
父
に
も
、
そ
の
悲
願
を
い
っ
こ

う
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
何
年
経
っ

て
も
そ
の
悲
願
を
だ
れ
に
も
言
え
な
い
ま
ま
で
し
た
。
何
年
も
、
で
す
。

そ
れ
が
何
年
か
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
か
。
た
い
へ
ん
長
い
年
月
で
す
。

今
か
ら
五
年
ほ
ど
前
に
『
意
志（

55
）』
と
い
う
小
説
の
翻
訳
を
始
め
た
と
き
ま

で
、
そ
の
悲
願
は
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
だ
っ
た
の
で
す
が
、
ま
こ
と
に
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
実
は
、
そ
の
後
も
果
た
さ
れ
て
は
い
な
い

の
で
す
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
悲
願
が
別
の
か
た
ち
で
叶
え
ら
れ
た
も
の

で
す
か
ら
。
す
な
わ
ち
、『
意
志
』
を
翻
訳
す
る
た
め
に
し
っ
か
り
し
た

辞
書
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、
ビ
ア
ン
キ
が
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
ふ

た
た
び
高
ま
り
ま
し
た
。
私
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
八
～
一
〇
リ
ラ
を
入
れ
、
一

散
に
ヴ
ァ
イ
ス
と
い
う
名
の
本
屋
に
行
き
ま
し
た（

56
）。
ビ
ア
ン
キ
は
あ
る
か

と
尋
ね
る
と
出
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
れ
を
見
る
や
い
な
や
抱

き
し
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

違
っ
た
の
で
す
！　

あ
れ
ほ
ど
長
い
年
月
、
恋
焦
が
れ
て
い
た
書
物
を
目

に
し
て
私
の
興
味
が
失
せ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
ば
、
怪
し
ま
れ
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
理
由
は
ど
う
に
も
不
可
解
な
も
の
で
す
。
私
が
心
の
底
か
ら

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
ビ
ア
ン
キ
の
本
は
、
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
色
が
違
っ
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
は
、
何
と
も
お
か

し
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か（

57
）。
そ
の
上
、
本
屋
は
「
こ
ん
な
の
も
あ
り

ま
す
」
と
言
っ
て
ハ
ン
ジ
ェ
リ
の
辞
書
の
冊
子
を
私
の
目
の
前
に
置
き
ま

し
た（

58
）。
比
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ビ
ア
ン
キ
の
も
の
よ
り
も
し
っ
か
り
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
ビ
ア
ン
キ
の
本
は
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
た
の
で

す
。
私
は
ハ
ン
ジ
ェ
リ
の
本
を
買
い
ま
し
た
。
ご
覧
の
と
お
り
、
人
間
の

悲
願
と
は
何
と
変
わ
り
身
の
早
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
！

 

〔
後
編
に
続
く
〕
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訳
注

（
１
） 
た
と
え
ば
、
翻
訳
作
品
に
は
兄
ア
リ
・
セ
ダ
ト
や
父
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ

シ
ャ
、
そ
の
他
の
著
作
に
も
父
や
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
の
手
が
入
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
訳
稿

の
後
編
「
四
、
若
き
妻
」
の
章
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
） 

一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
博
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
航
海

四
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
内
に
は
「
世
界
女
性
図

書
館
」
が
設
け
ら
れ
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
の
業
績
が
紹

介
さ
れ
た
。

（
３
） 

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
が
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
に
宛
て
て
自
身
の
経

歴
を
綴
っ
た
書
簡
を
引
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
。

（
４
） 

ル
ー
メ
リ
・
ヒ
サ
ー
ル
は
、
オ
ス
マ
ン
朝
第
七
代
君
主
メ
フ
メ
ト
二
世

（
在
位
一
四
四
四
～
四
五
、
五
一
～
八
一
年
）
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
攻
略
の
橋
頭
堡
と
し
て
ボ
ス
フ
ォ
ラ
ス
海
峡
の
西
岸
（
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
側
）
に
築
い
た
城
砦
の
こ
と
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
旧
市
街
の
ヴ
ェ
ズ
ネ

ジ
レ
ル
に
本
邸
を
構
え
て
い
た
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
一
家
は
、
夏
に

な
る
と
そ
の
城
砦
の
近
辺
に
あ
る
別
邸
に
移
り
住
ん
だ
。

（
５
） 

も
と
も
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法
官
や
マ
ド
ラ
サ
教
師
な
ど
を
め
ざ
す
教
学

職
（
イ
ル
ミ
イ
ェ
）
の
階
梯
を
進
ん
で
い
た
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
は
、

一
八
六
六
年
に
文
官
職
（
ミ
ュ
ル
キ
イ
ェ
）
に
転
じ
、
ア
レ
ッ
ポ
州
知

事
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
な
お
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
一
八
六
四
年
、
ミ
ド

ハ
ト
・
パ
シ
ャ
が
知
事
を
務
め
る
ト
ゥ
ナ
州
で
新
た
な
州
制
が
導
入
さ

れ
、
以
後
、
各
地
で
順
次
施
行
さ
れ
た
。

（
６
） 

レ
シ
ト
・
パ
シ
ャ
：
ム
ス
タ
フ
ァ
・
レ
シ
ト
・
パ
シ
ャ
（M

ustafa R
eşid 

Paşa

、
一
八
〇
〇
～
五
八
年
）
の
こ
と
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
近
代
化
改

革
「
タ
ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
」
の
開
始
を
告
げ
る
一
八
三
九
年
の
ギ
ュ
ル
ハ
ー

ネ
勅
令
を
起
草
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
政
治
家
。
ミ

ド
ハ
ト
・
パ
シ
ャ
や
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
ら
次
代
を
担
う
若
手
官
僚

の
育
成
に
も
努
め
た
。

（
７
） 

コ
ー
ヒ
ー
沸
し
（kahve cezvesi

）：
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
粉
末
を
煮
出
す
た

め
に
用
い
る
柄
付
き
の
小
鍋
（
ジ
ェ
ズ
ヴ
ェ
）
の
こ
と
。

（
８
） 

ス
キ
ー
ン
氏
：
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ヘ
ン
リ
・
ス
キ
ー
ン
（Jam

es H
enry 

Skene

、
一
八
一
二
～
八
六
年
）
の
こ
と
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
赴
任
し
、

ク
リ
ミ
ア
戦
争
中
か
ら
ア
レ
ッ
ポ
総
領
事
を
務
め
た
。W

illiam
 Forbes 

Skene, M
em

orials of the Fam
ily of Skene of Skene, A

berdeen, 
1887, p. 141.

（
９
） 

ボ
ヤ
ー
ル
（boyâr

）：
こ
こ
で
は
東
欧
、
と
く
に
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
け

る
貴
族
層
の
こ
と
。
ス
キ
ー
ン
の
妻
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
王
国
の
前
身
の

一
つ
モ
ル
ド
ヴ
ァ
公
国
の
要
職
の
家
系
に
連
な
っ
て
い
た
。Ibid.

（
10
） 

ア
フ
メ
ト
・
ヴ
ェ
フ
ィ
ク
・
パ
シ
ャ
（A

hm
ed V

efîk Paşa

、一
八
二
三
？

～
九
一
年
）：
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
政
治
家
・
学
者
。
代
議
院
（
下
院
）
の

初
代
議
長
や
大
宰
相
を
務
め
る
一
方
、
モ
リ
エ
ー
ル
の
翻
案
や
『
オ
ス

マ
ン
語
辞
典
』（[A

hm
ed V

efîk Paşa,] Lehce-i ‘O
sm

ânî, 2 vols, 
[İstanbul]: Tab‘hâne-i ‘Â

m
ire, 1293 [1876/77]

）
の
編
纂
も
手
が 
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け
た
。

（
11
） 
ロ
フ
チ
ャ
：
現
ブ
ル
ガ
リ
ア
領
ロ
ヴ
ェ
チ
。
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
の

故
郷
で
も
あ
っ
た
。

（
12
） 『
ム
ズ
ラ
ク
ル
の
教
理
問
答
』（M

ızrâklı ‘İlm
-i H

âl

）：
一
六
世
紀
末
以

降
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
者
未
詳
の
教
理
問
答
集
。
一
九
世
紀

半
ば
か
ら
刊
本
と
し
て
普
及
し
た
。A

nonym
, M

ızrâklı ‘İlm
-i H

âl, 
İstanbul: M

atba‘a-i B
âb-ı H

azret-i Ser‘askerî, 1258 [1842/43]; 
cf. M

. Seyfettin Ö
zege, Eski H

arflerle Basılm
ış Türkçe Eserler 

K
ataloğu, 5 vols., İstanbul: Fatih Y

ayınevi M
atbaası, 1971-1979 

(vol. 3, p. 1140, here).

（
13
） 『
聖
誕
』（M

evlid-i Şerîf

）：Süleym
ân Ç

elebi, M
evlid-i Şerîf, 

İstanbul: B
ezm

-i ‘Â
lem

 V
âlide Sultân M

ektebi M
atba‘ası, 1270 

[1853/54]; cf. Ö
zege, op. cit., vol. 3, pp. 1131-1132.

（
14
） 

ナ
ス
フ
体
：
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
代
表
的
な
六
書
体
の
一
つ
。
活
字
体
と

し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
な
お
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
は
原
則
と
し
て
子
音
し

か
表
記
せ
ず
、
と
く
に
初
級
の
読
み
物
に
つ
い
て
は
三
つ
の
母
音
符
合

を
は
じ
め
と
す
る
数
種
の
補
助
記
号
を
付
し
て
発
音
の
し
か
た
を
示
す

こ
と
が
あ
る
。

（
15
） 

イ
ブ
ン
・
ハ
ー
ジ
ブ
（Ibn Ḥ

ājib

、
一
一
七
五
～
一
二
四
九
年
）：
カ
イ

ロ
生
ま
れ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
学
者
。
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
の
四
法

学
派
の
一
つ
、
マ
ー
リ
ク
学
派
の
法
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
16
） 

ズ
ィ
ー
バ
ー
（Zîbâ

）
は
、
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
と
彼
の
い
わ
ゆ
る

第
二
婦
人
メ
レ
キ
（M

elek

、
一
八
六
八
年
生
ま
れ
）
と
の
娘
。

（
17
） 『
バ
ッ
タ
ル
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
』（Battâl G

āzî

）：
ウ
マ
イ
ヤ
朝
期
に
実

在
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
戦
士
（
ガ
ー
ズ
ィ
ー
）
に
ま
つ
わ
る
英

雄
物
語
の
こ
と
。
の
ち
に
ア
ナ
ト
リ
ア
で
『
バ
ッ
タ
ル
・
ナ
ー
メ
』

（Battâlnâm
e

）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
18
） 『
血
の
砦
』（K

an K
al‘ası

）：
イ
ス
ラ
ー
ム
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
従

弟
に
し
て
女
婿
で
あ
っ
た
ア
リ
ー
（
六
六
一
年
没
）
の
勇
戦
を
描
い
た

物
語
の
こ
と
。

（
19
） 『
ア
ズ
ィ
ズ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
の
空
想
物
語
』（M

uhayyelât-ı ‘Azîz  
E

fendi

）：
ク
レ
タ
島
出
身
の
文
人
ア
ズ
ィ
ズ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ

（
一
七
九
八
年
没
）
が
著
し
た
三
つ
の
「
空
想
」（hayâl

）
か
ら
な
る 

物
語
の
こ
と
。‘A

lî ‘A
zîz Efendi, M

uhayyelât-ı ‘Azîz Efendi, 
İstanbul: M

atba‘a-i ‘Â
m

ire, 1268 [1851/52]; cf. Ö
zege, op. cit., 

vol. 3, p. 1199.

（
20
） 『
千
夜
物
語
』（Elf Leyle

）：『
千
夜
一
夜
物
語
』（
い
わ
ゆ
る
ア
ラ
ビ
ア

ン
・
ナ
イ
ト
）
の
こ
と
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
は
、
第
三
一
代
君
主
ア
ブ

デ
ュ
ル
メ
ジ
ト
（
カ
リ
フ
と
し
て
は
ア
ブ
デ
ュ
ル
メ
ジ
ト
一
世
、
在
位

一
八
三
九
～
六
一
年
）
の
時
代
に
ア
フ
メ
ト
・
ナ
ズ
ィ
フ
に
よ
る
ト
ル

コ
語
訳
（A

hm
ed N

azîf, tr., Tercem
e-i Elf Leyle ve Leyle, 6 vols., 

İstanbul: M
atba‘a-i ‘Â

m
ire, n. d.; cf. Ö

zege, op. cit., vol. 4, p. 
1814

）
が
刊
行
さ
れ
た
。V

eli U
lutürk, “B

inbir G
ece,” TD

VİA, vol. 
6 (1992), pp. 180-181.
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（
21
） 
タ
ア
リ
ー
ク
体
：
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
書
体
の
一
つ
。
イ
ラ
ン
発
祥
の
古

風
な
書
体
。

（
22
） 

ル
ク
ア
体
：
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
書
体
の
一
つ
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
期
に
筆

記
体
と
し
て
常
用
さ
れ
た
。

（
23
） 

カ
シ
ー
ダ
：
ア
ラ
ビ
ア
文
字
の
特
定
の
部
位
を
わ
ざ
と
横
長
に
伸
ば
し

て
書
く
装
飾
法
。

（
24
） 

た
と
え
ば
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
の
幼
少
期
に
あ
た
る
一
八
六
〇
年

代
末
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
帝
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
発
行
さ
れ
た
日
刊

紙
の
値
段
は
、
一
部
あ
た
り
一
ク
ル
シ
ュ
前
後
で
あ
っ
た
。

（
25
） 

ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
か
ら
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
に
宛
て
た
書
簡

（
一
八
九
四
年
二
月
二
六
日
）
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。「
貴
女
の

先
生
だ
っ
た
ム
ス
タ
フ
ァ
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
を
存
じ
て
い
ま
す
。
今
は

亡
き
エ
ト
ヘ
ム
・
パ
シ
ャ
〔
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
大
宰
相
を
務
め
た
イ
ブ

ラ
ヒ
ム
・
エ
ト
ヘ
ム
・
パ
シ
ャ
（
一
八
一
八
～
九
三
年
）
の
こ
と
〕
の

お
屋
敷
で
懇
談
し
た
も
の
で
し
た
。
ま
こ
と
に
徳
高
き
御
方
で
し
た
」。 

A
hm

ed M
idhat Efendi, Fazıl ve Feylesof K

ızım
: Fatm

a Aliye’ye 
M

ektuplar, Fatm
a Sam

im
e İnceoğlu and Zeynep Süslü B

erktaş, 
eds., İstanbul: K

lasik, 2011, p. 190.

（
26
） 『
ト
ル
コ
語
文
法
読
本
』（A

hm
ed C

evdet, K
avâ‘id-i Türkiyye, 

[İstanbul]: M
atba‘a-i ‘Â

m
ire, 1292

）
は
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
初

等
学
校
の
生
徒
向
け
に
作
成
し
た
文
法
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
刊
行
さ

れ
た
の
は
一
八
七
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ

イ
ェ
は
一
三
歳
で
あ
り
、
当
時
「
七
歳
で
あ
っ
た
」
と
す
る
本
文
の
記

述
と
一
致
し
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
に
見
え
る
『
ト
ル
コ
語
文
法
読
本
』

と
は
、
や
は
り
ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
が
同
僚
の
政
治
家
フ
ア
ト
・
パ

シ
ャ
（K

eçecizâde M
ehm

ed Fuad Paşa

、
一
八
一
五
～
六
九
年
）
と

と
も
に
作
成
し
、
一
八
六
四
年
に
刊
行
し
た
『
オ
ス
マ
ン
語
文
法
読

本
』（M

ehm
ed Fu’âd and A

hm
ed C

evdet, K
avâ‘id-i ‘O

sm
âniyye, 

[İstanbul]: M
atba‘a-i ‘Â

m
ire, 1281

）
の
一
部
、
あ
る
い
は
そ
の
入

門
編
と
し
て
作
成
さ
れ
た
『
文
法
読
本
入
門
』（A

hm
ed C

evdet Paşa, 
M

edhal-i K
avâ‘id, İstanbul: D

ârü’l-tıbâ‘atü’l-‘âm
ire Litoğrafya 

D
estgâhı, 1268

）
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。C

f. Ö
zege, 

op. cit., vol. 2, p. 845; ibid., vol. 3, pp. 1063-1064.

（
27
） 

ボ
ア
ズ
イ
チ
（B

oğaziçi

）
と
は
、
黒
海
と
マ
ル
マ
ラ
海
を
結
び
、
イ
ス

タ
ン
ブ
ル
の
街
を
ア
ジ
ア
側
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
に
隔
て
る
ボ
ス
フ
ォ
ラ

ス
海
峡
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
同
海
峡
の
西
岸
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
）
に
あ

る
ル
ー
メ
リ
・
ヒ
サ
ー
ル
の
別
邸
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
訳
注（
４
）

も
参
照
の
こ
と
。

（
28
） 

官
員
養
成
校（M

ahrec-i A
klâm

）：
官
員
養
成
を
目
的
と
し
て
一
八
六
二

年
に
開
設
さ
れ
た
一
年
制
の
「
官
員
学
校
」（M

ekteb-i A
klâm

）
は
、 

六
三
年
に
三
年
制
に
拡
充
さ
れ
、「
官
員
養
成
校
」
と
改
称
さ
れ
た
。 

Selçuk A
kşin Som

el, The M
odernization of Public Education in 

the O
ttom

an Em
pire 1839-1908: Islam

ization, Autocracy and 
D

iscipline, Leiden: B
rill, 2001, p. 50.
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（
29
） 『
無
二
の
真
珠
』（D

ürr-i Yektâ

）：
ス
ン
ナ
派
イ
ス
ラ
ー
ム
の
四
法
学 

派
の
一
つ
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
学
派
の
教
理
問
答
要
説
。İm

âm
zâde M

ehm
ed 

Es‘ad, D
ürr-i Yektâ, İstanbul: M

atba‘a-i ‘Â
m

ire, 1243 [1827/28]; 
cf. Ö

zege, op. cit., vol. 1, pp. 311-312.

（
30
） 

た
と
え
ば
、
ク
ル
ア
ー
ン
第
二
章
第
三
〇
節
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
く

だ
り
が
あ
る
。「
さ
て
汝
の
主
が
、「
わ
し
は
地
上
に
代
理
者
を
置
こ
う

と
思
う
」
と
天
使
た
ち
に
言
い
た
も
う
た
と
き
、「
私
た
ち
が
あ
な
た

の
栄
光
を
ほ
め
讃
え
、
あ
な
た
を
崇
め
て
お
り
ま
す
の
に
、
ど
う
し
て

害
を
な
し
血
を
流
す
者
を
地
上
に
お
置
き
に
な
る
の
で
す
か
」
と
み
な

が
言
っ
た
。
神
は
答
え
て
言
い
た
も
う
た
、「
わ
し
は
お
ま
え
た
ち
の

知
ら
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」」。
藤
本
勝
次
・
伴
康
哉
・
池
田
修
訳

『
コ
ー
ラ
ン
Ⅰ
』（
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
）
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
二

年
、
八
ペ
ー
ジ
。

（
31
） 

こ
の
く
だ
り
は
、
フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
が
一
八
九
一
年
に
『
真
実
の 

解
説
者
』
で
連
載
し
、
翌
九
二
年
に
書
籍
化
さ
れ
た
対
話
形
式
の
評
論 

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
女
性
』（Nisvân-ı İslâm

）
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い 

る
と
考
え
ら
れ
る
。Fatm

a ‘A
liyye, “N

isvân-ı İslâm
,” Tercüm

ân-ı 
H

akîkat, nos. 3968-4004 (6 Teşrîn-i Evvel [O
ctober] 1891-17 

Teşrîn-i Sânî [N
ovem

ber] 1891); Fatm
a ‘A

liyye, N
isvân-ı İslâm

, 
İstanbul: [Tercüm

ân-ı H
akîkat M

atba‘ası], 1309.

（
32
） 

本
書
の
オ
ス
マ
ン
語
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
に
は
実
際
に
ラ

テ
ン
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
「
ａ
」
の
活
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
33
） 

女
子
師
範
学
校
（D

ârü’l-m
u‘allim

ât

）：
一
八
六
九
年
に
制
定
さ
れ
た

「
公
教
育
法
」（M

a‘ârif-i ‘U
m

ûm
iyye N

izâm
nâm

esi

）
の
規
定
を
受
け

て
、
翌
七
〇
年
に
開
設
さ
れ
た
女
性
教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
。C

em
il 

Ö
ztürk, “D

ârülm
uallim

ât,” TD
VİA, vol. 8 (1993), pp. 549-550.

（
34
） 

イ
ル
ヤ
ス
・
マ
タ
ル
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
（İlyâs M

atar Efendi

、一
八
五
六

～
一
九
一
〇
年
）：
ベ
イ
ル
ー
ト
近
郊
の
一
村
に
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
の
子

と
し
て
生
ま
れ
る
。
医
学
と
法
学
を
修
め
、
各
種
の
官
立
学
校
の
教
師

や
裁
判
官
を
務
め
た
。
シ
リ
ア
の
歴
史
や
公
衆
衛
生
に
関
す
る
ア
ラ
ビ

ア
語
や
ト
ル
コ
語
の
著
作
が
あ
る
。M

ehm
ed Zeki Pakalın, Sicill-i 

O
sm

anî Zeyli: Son D
evir O

sm
anlı M

eşhurları Ansiklopedisi, 
vol. 10, A

nkara: Türk Tarih K
urum

u, 2008, pp. 7-8. 

没
年
に

つ
い
て
は
、A

hm
et M

ithat Efendi, Fatm
a Aliye H

anım
 yahut 

Bir M
uharrire-i O

sm
aniyenin N

eşeti, A
yşe A

şır, ed., İstanbul: 
D

ergâh Y
ayınları, 2016, p. 46, note.

（
35
） 

シ
ャ
ル
ル=

ピ
エ
ー
ル
・
シ
ャ
プ
サ
ル
（C

harles-Pierre C
hapsal

、

一
七
八
七
～
一
八
五
八
年
）
ら
が
作
成
し
た
『
新
フ
ラ
ン
ス
語
文
法
』

（C
harles-Pierre C

hapsal and François N
oël, N

ouvelle gram
m

aire 
française, Paris, 1823

）
の
こ
と
。Senem

 Tim
uroğlu, K

anatlanm
ış 

K
adınlar: O

sm
anlı ve Avrupalı K

adın Yazarların D
ostluğu, 

İstanbul: İletişim
 Y

ayınları, 2020, p. 51, n. 31.

（
36
） 
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
カ
ル
フ
ァ
（A

m
broise V

. C
alfa

、
一
八
二
六
～

一
九
〇
六
年
）
の
『
ポ
ケ
ッ
ト
版
フ
ラ
ン
ス
語
・
ト
ル
コ
語
辞
典
』（A

. 
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V
. C

alfa, D
ictionnaire de poche français-turc, Paris, 1865

）、
ま

た
は
『
フ
ラ
ン
ス
語
・
ト
ル
コ
語
会
話
の
手
引
』（A

m
broise V

. C
alfa, 

G
uide de la conversation français-turc, Paris, 1859

）
の
こ
と
を

指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。Tim

uroğlu, op. cit., p. 51, n. 32; cf. 
A

bdullah U
çm

an, “K
alfa’nın Lügati Ü

zerine,” K
itap-lık, no. 208, 

2020, pp. 126-131.

（
37
） 

ジ
ェ
ヴ
デ
ト
・
パ
シ
ャ
は
、
一
八
六
三
年
に
ボ
ス
ニ
ア
巡
察
を
お
こ

な
っ
た
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
二
人
は
、
そ
の
と
き
に
当
地
か
ら

連
れ
て
こ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
38
） 『
ヴ
ェ
フ
ビ
ー
辞
典
』（Tuhfe-i Vehbî
）：
古
典
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る

ス
ン
ビ
ュ
ル
ザ
ー
デ
・
ヴ
ェ
フ
ビ
ー
（
一
八
〇
九
年
没
）
が
一
八
世
紀

末
に
作
成
し
た
ペ
ル
シ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
辞
書
の
こ
と
。Sünbülzâde 

V
ehbî, Tuhfe-i Vehbî, İstanbul: D

arü’l-tıbâ‘atü’l-m
a‘m

ûre, 1213 
[1798/99]; cf. Ö

zege, op. cit., vol. 4, pp. 1877-1878.

（
39
） 

フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
家
に
し
て
作
家
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
（
一
六
五
一
～
一
七
一
五 

年
）
が
著
し
た
『
テ
レ
マ
ッ
ク
の
冒
険
』
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
政
治 

家
ユ
ス
フ
・
キ
ャ
ー
ミ
ル
・
パ
シ
ャ
（
一
八
〇
八
～
七
六
年
）
に
よ
っ
て 

ト
ル
コ
語
に
翻
訳
さ
れ
、
一
八
六
二
／
六
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
（Y

ûsuf 
K

âm
il Paşa, tr., Tercüm

e-i Telem
ak, İstanbul, 1279

）。

（
40
） 「
娯
楽
物
語
集
」（L

etâ’if-i R
ivâyât

）：
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
が

一
八
七
〇
～
九
五
年
に
刊
行
し
た
二
五
分
冊
の
物
語
シ
リ
ー
ズ
の
こ
と
。

平
易
な
語
り
口
で
読
者
を
獲
得
し
、
オ
ス
マ
ン
近
代
に
お
け
る
読
書
習

慣
の
普
及
に
寄
与
し
た
。“Letâif-i R

ivayat,” Türk D
ili ve Edebiyatı 

Ansiklopedisi, vol. 6, İstanbul: D
ergâh Y

ayınları, 1986, p. 83.

（
41
） 『
千
日
物
語
』（Elfü’l-N

ehâr

）：
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

ペ
テ
ィ
・
ド
・
ラ
・
ク
ロ
ワ
（
一
六
五
三
～
一
七
一
三
年
）
が
著
し
た

『
千
一
日
物
語
』（François Pétis de la C

roix, Les m
ille et un jours, 

5 vols, Paris, 1710-1712

）の
翻
訳
。A

hm
ed R

âşid, tr., Elfü’l-nehâr 
ve’l-nehâr, vol. 1, İstanbul: M

ekteb-i Fünûn-ı H
arbiyye-i Şâhâne 

M
atba‘ası 1284 [1867/68]; ibid., vol. 2, M

ekteb-i H
arbiyye-i 

C
enâb-ı M

ülûkâne M
atba‘ası, 1287 [1870/71]; cf. Ö

zege, op. cit., 
vol. 1, p. 334.

（
42
） 『
七
人
像
』（H

aft P
aykar

）：
ニ
ザ
ー
ミ
ー
・
ギ
ャ
ン
ジ
ャ
ヴ
ィ
ー 

（N
iẓām

ī G
anjavī

、
一
一
四
一
？
～
一
二
〇
九
年
？
）
の
ペ
ル
シ
ア
語

長
編
叙
事
詩
「
五
部
作
」（
ハ
ム
セ
）
の
う
ち
最
高
傑
作
と
さ
れ
る
。
邦

訳
と
し
て
、
ニ
ザ
ー
ミ
ー『
七
王
妃
物
語
』（
黒
柳
恒
男
訳
）
平
凡
社
、

一
九
七
一
年
。

（
43
） 『
最
初
の
教
師
』（H

âce-i Evvel

）：
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
が
イ
ス
タ
ン 

ブ
ル
の
孤
児
授
産
施
設
「
技
能
学
校
」（M

ekteb-i Sanâyi‘

）
の
授
業

用
に
作
成
し
た
教
科
書
。A

hm
ed M

idhat, H
âce-i Evvel, [B

ağdâd]: 
B

ağdâd V
ilâyet M

atba‘ası, 1286 [1869/70]; cf. Ö
zege, op. cit., 

vol. 2, p. 478.

（
44
） 『
船
乗
り
ハ
サ
ン
』（H

asan M
ellâh

）：『
船
乗
り
ハ
サ
ン
、
あ
る
い
は

秘
密
の
な
か
の
秘
密
』
の
こ
と
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・ 
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デ
ュ
マ=

ペ
ー
ル
（
一
八
〇
二
～
七
〇
年
）
の
長
編
小
説
『
モ
ン
テ
・
ク

リ
ス
ト
伯
』（
一
八
四
四
～
四
五
年
）
を
翻
案
し
た
冒
険
物
語
。A

hm
ed 

M
idhat, H

asan M
ellâh yâhûd Sırr İçinde Esrâr, İstanbul: Şark 

M
atba‘ası, 1291 [1874/75]; cf. Ö

zege, op. cit., vol. 2, p. 513.

（
45
） 『
こ
の
世
に
二
度
生
ま
れ
て
』（D

ünyâya İkinci G
eliş

）：『
こ
の
世
に

二
度
生
ま
れ
て
、
あ
る
い
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
何
が
起
こ
っ
た
か
』
の

こ
と
。A

hm
ed M

idhat, D
ünyâya İkinci G

eliş yâhûd İstanbul’da 
N

eler O
lm

uş, İstanbul: Şark M
atba‘ası, 1291 [1874/75]; cf. 

Ö
zege, op. cit., vol. 1, p. 310.

（
46
） 『
ラ
ー
ク
ム
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
』（Râkım

 Efendi

）：『
フ
ェ
ラ
ー
ト
ゥ

ン
・
ベ
イ
と
ラ
ー
ク
ム
・
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
』
の
こ
と
。A

hm
ed M

idhat, 
Felâtûn Beyle Râkım

 Efendi, İstanbul: K
ırk A

nbâr M
atba‘ası, 

1292 [1875/76]; cf. Ö
zege, op. cit., vol. 1, p. 387. 

邦
語
に
よ
る

紹
介
と
し
て
、
歴
史
学
研
究
会
編
『
世
界
史
史
料
８
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
、
一
三
五
～
一
三
七
頁
。

（
47
） 「
万
国
史
」（K

â’inât

）：
一
八
七
一
～
八
一
年
に
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ

ト
が
刊
行
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
史
シ
リ
ー
ズ
の
こ
と
。
イ
ギ
リ
ス
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス

ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
八
七
五
年
刊

行
の
補
遺
（A

hm
ed M

idhat, Zeyl-i K
â’inât, İstanbul: K

ırk A
nbâr 

M
atba‘ası, 1292; cf. Ö

zege, op. cit., vol. 2, pp. 799-800

）
で
フ
ラ

ン
ス
も
加
え
ら
れ
た
。

（
48
） 『
ク
ル
ク
・
ア
ン
バ
ル
』（K

ırk Anbâr

）：
ア
フ
メ
ト
・
ミ
ド
ハ
ト
が
創

刊
し
た
大
衆
向
け
の
文
化
雑
誌
。
一
八
七
三
年
か
ら
七
六
年
ま
で
発
行

さ
れ
た
。
誌
名
は
「
万
学
の
宝
庫
」
ほ
ど
の
意
。
実
際
、
同
誌
で
は
古

今
東
西
の
学
問
技
芸
、
人
物
、
出
来
事
な
ど
が
百
科
全
書
的
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
本
訳
稿
の
後
編
「
三
、
青
年
期
」
の
章
も
参
照
の
こ
と
。

（
49
）
ヤ
ン
ヤ
：
ギ
リ
シ
ア
語
名
イ
オ
ア
ニ
ナ
。
ギ
リ
シ
ア
北
西
部
の
都
市
。

（
50
） 

コ
ル
フ
島
：
ギ
リ
シ
ア
語
名
ケ
ル
キ
ラ
島
。
ギ
リ
シ
ア
西
部
の
イ
オ
ニ

ア
諸
島
の
西
北
端
に
位
置
す
る
島
。
一
八
一
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
保
護

領
と
さ
れ
、
六
四
年
に
ギ
リ
シ
ア
領
と
な
っ
た
。

（
51
） 

一
七
九
九
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
総
督
ジ
ェ
ッ
ザ
ー
ル
・
ア
フ
メ
ト
・

パ
シ
ャ
（C

ezzâr A
hm

ed Paşa

、
一
八
〇
四
年
没
）
が
、
シ
リ
ア
・
パ

レ
ス
チ
ナ
方
面
に
侵
攻
し
て
き
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
遠
征

軍
を
ア
ッ
カ
ー
で
撃
退
し
た
出
来
事
を
指
し
て
い
る
。

（
52
） 『
ジ
ル
・
ブ
ラ
ー
ス
物
語
』：
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ア
ラ
ン=

ル
ネ
・
ル

サ
ー
ジ
ュ
（
一
六
六
八
～
一
七
四
七
年
）
が
著
し
た
四
巻
本
の
長
編
小

説
。
一
七
一
五
～
三
五
年
刊
。
邦
訳
と
し
て
、
ル
・
サ
ー
ジ
ュ
『
ジ
ル
・

ブ
ラ
ー
ス
物
語
』（
杉
捷
夫
訳
、
全
四
巻
、
岩
波
文
庫
）
岩
波
書
店
、

一
九
五
三
～
五
四
年
。

（
53
） 
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
ビ
ア
ン
キ
（
一
七
八
三
～
一
八
六
四
年
）
ら

が
作
成
し
た
『
ト
ル
コ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
辞
典
』（J. D

. K
ieffer and 

T. X
. B

ianchi, D
ictionnaire turc-français, 2 vols., Paris, 1835-
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1837

）
と
『
フ
ラ
ン
ス
語
・
ト
ル
コ
語
辞
典
』（J. D

. K
ieffer and T. X

. 
B

ianchi, D
ictionnaire français-turc, 2 vols., Paris, 1843-1846

）

の
こ
と
。Ö

m
er Faruk A

kün, “B
ianchi, Thom

as-X
avier,” TD

VİA, 
vol. 6 (1992), pp. 117-120.

（
54
） 

一
リ
ラ
は
一
〇
〇
ク
ル
シ
ュ
に
相
当
す
る
。
訳
注
（
24
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
55
） 『
意
志
』：
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ー
ネ
（
一
八
四
八
～

一
九
一
八
年
）
の
小
説
（G

eorges O
hnet, Volonté, Paris, 1888

）。

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
は
一
八
九
〇
年
に
「
一
婦
人
」（B

ir K
adın

）

の
筆
名
で
、
そ
の
ト
ル
コ
語
訳
（B

ir K
adın, tr., M

erâm
, D

er-sa‘âdet 
[İstanbul]: K

asbâr M
atba‘ası, 1307

）
を
発
表
し
、
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー

し
た
。
本
訳
稿
の
後
編
「
四
、
若
き
妻
」
の
章
も
参
照
の
こ
と
。

（
56
） 

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
新
市
街
の
「
大
通
り
」（C

âdde-i K
ebîr

、
現
在
の
イ
ス

テ
ィ
ク
ラ
ー
ル
通
り
）
に
あ
っ
た
ヴ
ァ
イ
ス
（W

eiss
）
書
店
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。Johann Strauss, “Les livres et l’im

prim
erie à Istanbul 

(1800-1908),” Paul D
um

ont, ed., Turquie: Livres d’hier, livres 
d’aujourd’hui, Istanbul: Isis, 1992, p. 16.

（
57
） 

フ
ァ
ト
マ
・
ア
リ
イ
ェ
が
友
人
の
別
荘
で
目
に
し
た
と
い
う
ビ
ア
ン
キ

の
辞
書
は
、
緑
色
の
装
丁
を
施
さ
れ
た
初
版
本
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
書
肆
で
目
に
し
た
と
い
う
ビ
ア
ン
キ
の
辞
書
は
、
お
そ
ら
く
装
丁

の
異
な
る
別
の
版
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
思
い
入
れ
の
あ
る
色
合

い
と
違
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
情
熱
が
一
挙
に
冷
め
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
58
） 

イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
ギ
リ
シ
ア
正
教
徒
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
一
八
二
一
年 

の
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
勃
発
後
に
ロ
シ
ア
に
亡
命
し
た
ハ
ン
ジ
ェ
リ

（
一
七
六
〇
～
一
八
五
四
年
）
が
作
成
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
語
・
ア
ラ

ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
辞
典
』（A

lexandre H
andjéri, 

D
ictionnaire français-arabe-persan et turc, 3 vols., M

oscow
, 

1840-1841

）の
こ
と
。H

asan Eren, “H
andjéri, A

lexandre,” TD
VİA, 

vol. 15 (1997), p. 550.
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